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•□□□□□□□□□□□ 

本書じは、お買い上げいただいた製品を安全に正し<使用ずるための重要なことがらが記載され 
ていまず。製品を使用ずる前に本書をよくお読みください。 

特に、本書に記載されている「安全上のご注意」はあずお読みいただき、内容をよく理解したう 
えで製品を使用してください。 

本書は、お読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるようじ、大切に保管してください。 
富±适は、お客様の生命、身体や財産に被害をあぼずことな < 安全に使っていただ < ために細ム 
のを意を化っていまず。当製品を使用ずる隐は、本書の説明に従ってください。 

Microsoft 、 Windows 、 MS - DOS、Windows NT、Windows Server は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標でず。 

Citrix 、 MetaFrame、MetaFrame XP は 、 Citrix Systems 社の登録商標、または商標でず。 
Adobe 、 Acrobat および Reader は、アドビシステムズ社の商標でず。 

その他の製品を、会社をは各社の登録商標または商標でず。 

All Rights Reserved , Copyright © FUJITSU LIMITED 2004 
画面の使用じ際して米国 Microsoft Corporation の許諾を得ていまず。 

• □□□□ □□□□□□□□ 


本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づ<ク 
ラス B 情報技術装置でず。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的として 
いまずが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を引き起こずことがありまず。マニュアルに従って正しい取り扱いをして 
ください。 


• □□□□□□□□□□□ 


本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に巧し不都合が生じることがありま 
ず。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流お停電電源装置等を使用されること 
をお薦めしまず。ただし、ページプリンタは突入電源が大きいため、その仕様を 
満足ずる交流お停電電源装置等をご使用 < だちい。 

(社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュークの瞬時電圧低下対策ガ 
イドラインに基づく表示） 

• □□□□□□□□□□□□□ 


本製品は、日本工業規格 （ J に C 6950) の漏えい電流基準に適合しておりまず。 


• □□□□□□□□□ 

本製品は、高調汲巧制対策ガイドラインに適合しておりまず。 


• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


~当社は、国隐エネルギースクープ□グラムの参加事業者として 
/ 本製品が国隐エネルギースクープ□グラムの巧を製品に関ず 

る基準を満たしていると判断しまず。 
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•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


本製品およびオプション品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業 
用などの一般的用途を想をしたものであり、八イセイフティ用途での使用を想を 
して設計•製造されたものではありません。お客様は、当該八イセイフティ用途 
に要ずる安全性をお保ずる措置を施ずことな<、本製品を使用しないで<ださ 
い。八イセイフティ用途とは、 W 下の例のような、極めて高度な安全性が要ホさ 
れ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体に対ずる重大な危険性 
を伴う用途をいいまず。 

-原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸 
ちシステムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムに 
おけるミサイル発射制御など 


•□□□□□□□□□□□□□□ 


地球環境への函慮から本製品には一部リサイクル部品を使用していまず。 


•□□□□□□□□□ 


本製品は、危険なレーザ光を化さない「クラス I 」のレーザシステムでず。本書 
じ従って操作して<ださい。本書に書かれた W 外の操作は行わないで<ださい。 
おわめ故障や事故を起こず原因になりまず。 


2 






D D D D 


このたびは、弊社のページプリンク XL - 5350をお買いホめいただきまして、誠にありがとうご 
ざいまず。 

XL -5350 は最大21ページ/分の高ま印刷が可能なページプリンクでず。 

本書では、プリンタの設置や取り扱いじ関ずることがらじついて説明していまず。 

本書にしたがって正しく取り扱い、本プリンタを有巧にご利用ください。 

なお、本書で使用ずる画面表示例では、プリンクをを XL - XXXX と表示している箇所がありまず。 
このときは、お使いのプリンクをで読み替えてください。機種やソフトウェアのバージョン 、 OS 
じよっては表示内容が一部異なることがありまず。 

2004年10月 


DDDDDDDD 


本プリンタでは、次のマニュアルを用意していまず。目的に応じて参照してください。 


/7 

□ □ □ □ □ 

プリンタを捆包箱から取り化し、単体で使用できるよ 
うじずるまでを説 S 月した EP 刷物でず。 

1 思思，… 

し. 加 III 

□ □□回 

プリンタの設置と運用じついて、基本的なことを説明 
した印刷物でず。 

同じ内容の PDF ファイルが、添付の CD-ROM に収め 
られていまず。 

獲 

□□□□□□□□□□□ P の 

添付の CD-ROM 内にソフトウェア編、取扱説明書等、 
機能ごとにいくつかの PDF ファイルが収められていま 
ず。 

本製品の設置-運用にを要な手順および本プリンクの 
持つずべての機能について説 S 月していまず。 

i 

fe ' 1 


DDDDDDDD 

「オンラインヘルプ」では、プリンタドライバのプ□パ 
ティ、および添付ソフトウェアの各機能について調べ 
ることができまず。ヘルプを参照ずるには、次の 2 つ 
のち法がありまず。 

- r ?1i をクリ 、ソク ずる 

•を画面にある[ヘルプ]ボタンをクリックずる 


3 

















DDDDDDDD 


本プリンクのマニュアルの構成を W 下に説 s 月しまず。 

□ □ □ □ □ 

•□□□□□□□ 


□ □ 

□ □ 

第1章 お使いじなる前に 

本プリンクを使用ずる前に巧っておいていただきた 
いことについて説 S 月していまず。 

第2章 プリンタ本体の設置 

プリンタ本体の設置ち法か6プリンクが単体で正し 
く動作ずることをお認ずるまでの手順を説巧してい 
まず。 

第3章 オプションの装着 

オプションの取り付け方について説 S 月していまず。 


•□ □ □ 


□ □ 

□ □ 

第4章 

日常の操作 

本プリンクを使巧するうえで日常的にみ要となる操作に 
ついて説明しています。 

第己章 

オペレークパネルの操作 

プリンタのあ晶ディスプレイに表示される内容と、才 
ペレータパネルの操作のしかたについて説 S 月してい 
まず。 

第6章 

用紙について 

本プリンクで使用できる用紙とその保管のしかたに 
ついて説 S 月していまず。 

第7章 

こんなときには 

故障が発生したとおわれるとき、おづまりのとき、各 
種メッセージが表示されたときの処置のしかたにつ 
いて説明していまず。 

付録 

本プリンクを使用ずる際に巧助的にを要となること 
がらじついて説 S 月していまず。 


□□□□□□□□□□ 


□ □ 

□ □ 

ソフトウェア編 

プリンタ設置後、パソコンか6印刷を巧えるようにする 
までの手順や、プリンクドライノくや添付ソフトウェアの 
使い方な どの' ソフトウェアに関することが6について 
説明しています。 

ちな記載内容： 

-プリンクドライバのインストール手順や機能の利用方 
法 

-プリン々を共有ずるときの設定方法 
. プリンク管理ソフトウェアの使い方 
- Web ブラウザか6のプリンクの状態参照や設を方法 

エミユレーシヨン編 

本プリンクをエミユレーシヨンモード （ ESC / P モード） 

で印刷ずる場合の設を方法について説明しています。 


章構成じついての詳細は、オンラインマニュアルを参照してください。 
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オンラインマニュアルは、本プリンタに添付されている CD - ROM じ、 PDF ファイルとして収録 
されていまず。 

PDF ファイルの内容を参照ずるには 、 [Adobe Reader ] というソフトウェアがを要でず。お使 
いのパソコンに [Adobe Reader 」 ぜインストールされていない場合は、本製品添付の CD-ROM 
からインストールしてください。 

• が〇呀 Reader □□□□□□□ 

添付の CD - ROM から次の手順で Adobe Reader をインストールずることができまず。 

な □ □ □ の ROg PrintiaDL7\SERD □□□□□□□□□□□□□□□□□□の 

RCMDDDDDDDDDDPrinti anavi DDDDDDDDDDDDDDDD 
□ A±)beOReaclerD □□□□□□□ 

Adobe Reader のインストーラが起動します。 

画面の指示に従ってインストールを行ってください。 


广の 1 讀 1 ド ! ->1 

- Printianavi インストーラが自動的じ起動しない場合は、エクスプ□ーラ 
で CD - ROM の [ AdreaderJ フォルダじある 「 A かか. exe 」 をダブルク 
リックし、インストールを行ってください。 

- Adobe Reader がインストールできない場合は、エクスプローラで 
CD - ROM の [ AdreaderJ フォルダじある 「 Ar 51 jpn . exe 」 をダブルク 
リックし 、 Acrobat Readers . 1のインストールを行ってください。 

- Adobe Reader は PDF (Portable Document Format ) 形式のファイ 
ルを閱覧 • 巧刷ずるソフトウェアでず 。 Adobe Reader は、アドビ 
システムズ社よリライセンスされ、無償配巧ずるものでず。 

-最新版の Adobe Reader の入手方法およびぞの他情報につきましては、 
アドビシステムズ社 I こお間い合わせください。 

アドビシステムズ社 URL : http :// www . aclobe . co.jp 
※上記 URL は、本書発行時点でのものでず 。 ィ 
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•□□□□□□□□□□□□□□□ 

オンラインマニュアルは 、 Adobe Reader がインストールされたパソコンから次の手順で表示し 
まず。 

〇 D D D CDRCMD □□□回 CDRCMD DDDDDDDDD 

Printianavi インストーラが自動的に起動しまず。 


厂新 い ! -\ 

Printianavi インストーラが自動的に起動しない場合は、エクスプ□-ラ 
で CD - ROM ドライブ直下の xlsetup.exe ( CD - ROM ドライブが D : のと 
きは 「 D :¥ xlsetup . exe 」） を実行ずるか、 CD - ROM の 「 Manual 」 フォル 
ダじある 「 Index . pdf 」 をエクスプ□ーラから開き、 @ に進んでください。 

V _ J 

©DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

Adobe Reader が起動し、オンラインマニュアルの表紙が表示されまず。 


© 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 


マニュアルの本文は、々のような画面となりまず。 


メニユ——ノく—— 

プルダウンメニューから巧刷や 
Adobe R 朗 der のヘルプの表示な 
どを行うことができまず。 




ツールバー 

をクリ、ソク ずると表示を化大 
しまず。 

また、横索などの操作を行うこ 
とができまず。 


つ媒 E 

11 北- 

et 


It モのでウール ( D なむヘルスの 
村* 巧., 


‘• 才かゎ， X 
；*； はじめに . 

化 本7こュア M ) 巧巧 
オンライン〜)け®をかた 
本マニュアルの表言己 
本スやの巧簡こついて 
>： •目次 

-.がットアッブ a 

- >ち is お巧いになる巧に 

y , 巧付V]トウ;Iア(の•の M) の； 

よ Print 占 navi の保お巧呈 
瓜 インスト-ル手相の雨要 
夫 巧おの利用;ま ■ 

- お章ネットロ-巧利用し巧い 
也 パソエ/との运掀ブリンがぅ- 

* お バラレ JW ン巧エースによる活； 
SUfcUSB による运 S 奇 B # のインストー 

- ィ .«3章ネットワイを利用した：? I 

’ iLAN による淳巧時のインストー. 

左 壬 ■IP アドレスの投是 
主 虫 ネットワ-のフトロエアけリン！ 

-ポ-卜のち加 
* り田®お定(巧広ヴリン 

••'占 LPR が助®巧壬 
- V- が tg ブリン5共ホの巧き 
与 Windows 巧ホぉのとを 
由 化 wirriows aooo/yp/wmdowss 
Wir»3ow|NT4.0® とき f 
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しおり 

見出しをクリックずると、そのページを表示 
しまず。 

因が表示されている場合、これをクリ、ソク 
ずると次のレベルの見出しが表示されまず。 


ステータスバー 

k をクリ 、ソク ずると次のページ 
を表示しまず。 


ら 
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オンラインヘルプを参照ずるち法を、 W 降に示しまず。 

□ !]□□□□□□□□ 

ダイア□グのち上にある _ IJ をクリックずるとカーソルのおがブに変わりまず。その状態のま 
ま、説明がを要な項目をクリックずるとダイア□グ上にポップアップウィンドウが表示されまず。 

(例）給紙ち法じついてのヘルプをみる場合 



■ [□□□] □□□□□□□□回 

[ ヘルプ]ボクンがあるダイア□グで [ ヘルプ]ボクンをクリ、ソクずると、そのダイア□グじ関ず 
る詳細なヘルプが表示されまず。 

詳しい利用方法については、ヘルプの[目次]の「ヘルプの使いかた」を参照してください。 


7 





























DDDDDDDDDD 


ここでは、お客様に特に見ていただきたいことや、を意していただきたい項目じついて概要を説 
S 月しまず。詳細は、本文をよくお読みになったうえで本プリンクを正しくお使いください。 


製品寿を（耐用期間）について 

本プリンタの耐用期間（寿命）は、じ i 下のいずれか早いほうです。 
-孤万ぺージ印刷 （ A 4 サイズ横送り） 

•5 年（腑間/日） 

ま)耐用期間は、プリンタの設置環境-使用頻度により大幅に 
変動します。 

な招 「プリンタの基本仕様」 （158 ページ）参照 



サフフイ品（消耗品） しついて 

プロセスカートリッジや用紙などは、本プリンタま用の純正 
サプライ品をお使い〈ださい。 

非純正サプライ品をお使いになったことによる、製品のトラ 
ブル、誤動作については当社は一切責任を負いかねますので 
ご了 7あ〈ださい。 

ご参巧「サプライ品一覧」 （164 ページ）参照 



を期交換部品について 

定期交換部品の交換時期の目安はむ下になります。 

•を着器 10万ぺージ印刷 

• フイードローラ 10万か印刷 

•リタードパッド 10万か印刷 

上記は、 A 4 サイズ横送り/片面印刷での目安であり、これ Jii 外 
の印刷の場合、交換時期がずれることがあります。 



オンラインマニュアルについて 

オンラインマニュアルは、本プリンタに添付されている CD - 附 M 
に、 PDF ファイルとして収録されています。 

なを「オンラインマニュアルの見かた」巧ぺージ）参照 


プリンタドライバのバージョンを確認する方法 FUJITSU XL-XXXX 

本プリンタに関するお問合せをするときに、お問い合わ 
せの内容によってプリンタドライバのパージョンを聞か 
れる場合があります。 

プリンタドライバのパージョンをご確認のうえ、お問い 
合わせください。 

が参-頃 『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 


ドライパバージ 3 ンめ X 



COPYRIGHT©) FUJnSU LIMITEO 2001-200X 
I lac るり ） J 
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本マニュアルでは、説 S 月ずる内容により、 liTF の用語を使用していまず。 


圃 HI 画 1 

本製品を正し < 使っていただ < ための依頼事項を説日月 
していまず。操作ずる前じあずお読みください。 


詞 3 巧 

本製品を使う隐に参考じしていただきたい内容を説日月 
していまず。を要に応じてお読みください。 

に参照 

本書内で参照していただきたい参照先を示しまず。 

が 参'時 

オンラインマニュアル内で参照していただきたい参照 
先を示しまず。 


DDDDDDDDD 

□ 


各製品を W 下のように略記していまず。 

□ □回 


□ □□□回 

Microsoft ® Windows Server ™ 2003, Standard Edition 

Windows Server 2003 

Microsoft ® Windows Server ™ 200 3, Enterprise Edition 

Microsoft ® Windows ® XP Professional 


Windows XP 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 


Windows 2000 

Microsoft ® Windows ® 2000 Server 

Microsoft ® Windows NT ® Workstation Version 4.0 

Windows NT 4.0 

Microsoft ® Windows NT ® Server 



Version 4.0 



Microsoft ® Windows ® Millennium Edition 


Windows Me 

Microsoft ® Windows ® 98 


Windows 98 

Microsoft ® Windows ® 95 


Windows 9 己 

Microsoft ® Windows ® 3.1 


Windows 3.1 

Adobe ® Reader 


Adobe Reader 

Adobe ® Acrobat ® Reader 


Acrobat Reader 


を ： Windows 98/ Me / NT 4.0/2000 /Windows Server 2003のように併記ずる場合がありまず。 


夕 

































•□□□□□□□□□□□ 

本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられる恐れのある 
危害や損害を未然に防止ずるためじ、次のような表示をしていまず。 




A 警告 

A を意 



この表示を無視して誤った取り扱いを 
ずると、人が死こまたは重傷を負う巧 
能性が想をされる内容を示していま 
ず。 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
ずると、人が損害を負う可能性が想走： 
される内容、および物的損害のみが想 
走:される内容を示していまず。 


絵記号の例とその意巧 

A 

A で示した記号は、警告、を意をがず事項であることを告げるも 
のでず。記号の中やその脑には、具体的な警告内容を表ず絵（左 
図の場合は感電を意）が描かれていまず。 


〇で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であるこ 
とを告げるものでず。記号の中やその脑じは、具体的な指示内容 
(左図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 

$ 

•で示した記号は、必、ず従っていただく内容であることを告げる 
ものでず。記号の中やその脑には、具体的な指示内容（左図の場 
合は電源プラグをコンセントからおいてください）が描かれてい 
まず。 
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□ □□□□回 


DDDDDDDDDDDDDDDD 

IA 警告 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDD 

感電-义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□凹 

感電-义災の原因となりまず。 

□ DDDDDDDD 1 同巧 /«□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□DDDDDDDDDDDDDDDD 

感電■义災の原因となりまず。本機定格電源は 100 V 、9 A となっていまず。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□凹 

感電-义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
電源コードが傷つき、感電•义災-故障の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□□□□□□□□凹 

义災の原因となりまず。 

□ □□□□□□□凹125\^ 巧/0 □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
異常な発熱や义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
-ガス管（引义や爆発の危険がありまず。） 

-電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり危険 
でず。） 

-水道管や蛇 □ 迪日管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役目を 
果たしません。） 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□凹 

窒息の原因となりまず。 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
感電-义炎の原因となりまず。 
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A 警告 


O 

A 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □ 

□ □□□□□□□□□□凹 

D D □ □ □ D 650喃□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□田167凹 

□ □□□□□□□□凹 

アース接続しないで使用ずると、万一漏電した場合に、感電•义がの原因となり 
まず。 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□叫 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

感電の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ D 

感電•义炎-故障の原因となりまず。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□凹 

入れたままにしておきまずと、雷によっては機器を破壊し、义がの原因となりま 
ず。 


〇 

A 
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A を意 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□凹 

高湿によリカバーなどが過熱、変形、溶解ずる原因となったり、プリンタ内部が 
高湿となり、义災の原因となることがありまず。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹200响 □ □ 

□ □□□□□□□□凹 

通風□をふさぐと内部に熱がこもり、义災の原因となることがありまず。プリン 
夕の操作および消耗品類の交換、日常の点検など、プリンタを正し<使用し、プ 
リンクの性能を維持ずるために、下図の設置スペースをお保してください。 
プリンタの上部には、日常の操作にを要な500 mmli (上のスペースをお保してく 
ださい。 


200 mm 



200 mm 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ 

バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
宛ちたり、 倒れたりしてけがの原因となることがありまず。 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□DDDDDDD 

指をされた場所じ(クトのネジを外ずと、けがや故障の原因となることがありまず。 


DDDDDDDD 47 k の□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□凹 

プリンタの転倒などによりけがの原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
プリンクの転倒などじよりけがの原因となることがありまず。 
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/K を意 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
落下によりけがの原因となることがありまず。 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

電源コードが傷つき、感電-义災の原因となつたり、本プリンクが倒れたりして 
けがの原因となることがありまず。 



DDDDDDDD 


A 警告 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
感電-义炎の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
感電-义災の原因となりまず。 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

重いものを載せたり、引っぱったり、巧理に巧げたり、ねじったり、過熱したり 
ずると、電源コードを傷め、感電•义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□DDDDDDDD 

そのまま使用ずると、感電•义災の原因となりまず。修理は「八ードウエア修理 
巧談センクー」 （167 ページ）にご連絡ください。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
そのまま使用ずると、感電•义災の原因となりまず。 

故障の修理は、「八ードウエア修理相談センクー」 （1 67ページ)にご連絡ください。 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □ 

感電-义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
义炎の原因となりまず。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
感電の原因となりまず。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □田167□□□□□□□□□□□凹 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となったり、レーザ光漏れにより失 
日月ずる恐れがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
感電-义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□凹 

そのまま使用ずると、义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と巧談してください。 
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A 警告 


を 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□[ 

□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□凹 [ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□[ 

□ □ □ D D 

異常状態のまま使用ずると、感電-义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□ 田 □□□□□□□□□□□□□□ 田闕凹凹 [ 

そのまま使用ずると、感電•义災の原因となりまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□[ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□ 田 167 □□□□□□□□□□凹 

そのまま使用ずると、感電•义災の原因となりまず。 


□ □□□□凹 

□ □□□□凹 

1670 D D D D 

□ □□□□凹 


]□□□□□□□ 
DDDDDDDD 
I □□□□□凹 

]□□□□□□□ 

□ □□□田 □ □ 

□ 
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Ak を意 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ 

電源コードを引っぱると電源コードのな線が露化したり、断線したりして、感電- 
义がの原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
熱がこもり、义炎の原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

D D D □ 

プラグが変形し、义災の原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
プリンクが動作状態じなる場合があり、けがの原因となることがありまず。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
义災-巧障の原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□凹 

紙片が残ったままになっていると义災の原因となることがありまず。なお、定着 
器や□ーラ部に用紙が巻き付いているときは無理に取らないで、直ちに電源を切 
り、「八ードウエア修理相談センクー」 （167 ページ）じご連絡ください。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDD 

けがの原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
けがの原因となることがありまず。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□DDDDDDDDD 

やけどの原因となることがありまず。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□凹 

なお、異常がある場合は「八ードウエア修理柜談センター」 （167 ページ）にご連 
絡ください。 
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/ K を意 


を 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□凹 

感電-义災の原因となることがありまず。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

電源スイ、ソチを切らずにプリンクの清掃や保守を行うと、やけどや感電の原因と 
なることがありまず。 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
指を巧み、けがをずる原因となることがありまず。 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 

IA 警告 


A 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

义中に投入ずると、トナー粉がはねて、やけどの原因となりまず。使用済みのプ 
□セスカートリツジを処分ずるときは、当社の回収サービスをご利用ください。 
r ： 参照 「使用済みプ□セスカートリッジの回収サービス」（167ページ）参照 


0 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

プ□セスカートリツジの交換時などにトナーが手に付いた場合は、速やかに洗い 
巧としてください。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 
□ □ 

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と巧談してください。 
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第 1 章お使いになる前に 


□ □□凹 


本磯の特長を示しまず。 

•□□□□□□□□□ 

XL- 5350は最大21ぺージ/分の高をでの EP 刷が可能でず。また、600 dpi の高解像度で Ep 刷で 
さまず。 

さらに、化張メモリ （64MB) を取り付けることにより、解像度1200 dpi の高品位な印刷を可能 
にしまず。 

• □□□□□□□□□ 

USB、 パラレル、 LAN の3つのポートを標準装備していまず。 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

-プリンクドライバの設定により、 N-UP EP 枯 U や化大縮小印刷など、さまざまな印刷が可能でず。 

- Printianavi 機能を利用ずることにより、プリンタの状態表示、印刷中止、印刷完了通®などが 
パソコンで行えるようになりまず。 

. ネットワークソフトウェアにより、 LAN やインターネット環境への対応や複数のプリンクの管 
理を実現しまず。 

が参-嗎 詳細は、『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

• □□□□□□□□□□□□□ 

定おでは、最大 A3 サイブの用紙への印刷が可能でず。また、八ガキ、不をお、長尺おといった 
さまざまな種類の用紙への EP 刷も可能でず。 

• □□□□□□ 

次のオプションを用意しており、使用環境に合わせて機能を化張ずることができまず。 

-両面ユニットを取り付けることじより、用紙の両面に EP 刷ずることができまず。 

-標準の給おカセット W 外に化張給おユニットを2段まで取り付けることができ、最大1450枚 
の用紙をセットずることができまず。 

• □□□□□□□□□□□□ 

プリンクの状態を監視ずる 「Piintianavi ネットワークマネージャ」、小冊子の印刷ができる 
「HyperPrint お試し版」、ワープ□感覚で帳票を作成できる 「RepoA 呂 ent お試し版」、パソコン 
でバーコード印刷ができる「かんたんバーコード Lite」 を添付していまず。 

《添付ソフトウェアは、本書発行時現在のものでず。詳細は添付の CD-ROM を参照して < ださ 
い。 
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第 1 章お使いになる前に 


DDDDDDDDDDDDDDDD 


本プリンクは、添付品とともに捆包材で保畫し、捆包してありまず。捆包箱か6取り化して、製 
品が揃っていることをお認してください。万一、不良品や不足品がありましたら、ご'購入元にご 
連絡 < ださい。 

※プリンタは、をず2人 W 上で持ち運んで<ださい。 


捆包箱 


1.プリンタ本体 


2.給おカセット 
( A 3 ユニバーサル） 

※本体に装着してありまず。 


3.プ□セスカートリツジ 



4.設置ガイド 



5.保証書 

(捆包箱に目よ付) 


6.電源コード 




r ドキュメントパック- 

8. CD-ROM 9.取扱説明書(本書)、 

用紙じついて 


7.用紙サイズラベル 
(プリンク本体に貼が） 


A3 A5C3 

1 

B4 リ-ガル 

1 

1 A4a|| レ ，- □ 

1 

B5 口 II 

1 


10.修理窓□ラベル 


思 



'阳お U 
く巧ち時のご運おホ〉 



圃圃圃 


本プリンタじは、パソコンとの接続ケーブル（パラレルケーブル 、 USB 
ケーブル）は添付されていません。 

別売ケーブルをお使いください。 

r ： 参-頃 「プリンタケーブル」 （68 ページ）参照） 


广乃 I ィ I ド! - N 

移転など、プリン々を運搬ずる可能性がある場合は、捆包箱を保管してお 
くと便利でず。 
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第 1 章お使いになる前に 


DDDDDDDD 


本プリンクの主要を部のを称と機能について説 S 月しまず。 



① 


度 






⑨- 




(液晶ディスプレイ） 




園国の因 
国国因团 



—③ 


'④ 


-⑥ 


I 所 


⑧ - 




A4 





① 

排紙部 

EP 刷された用紙がおもて面を下にして排化されまず。 

③ 

オペレータパネル 

操作にあ要なスイッチ、表示ランプおよびあ晶ディスプレ 
イがありまず。 

r ： 参照「第5章オペレークパネルの操作」（107ページ)参照） 

③ 

サイドカバー 

プリンタ RAM モジュール（オプション）を取り付けると 
きに外しまず。 

④ 

通風 □ 

プリンタ内部の過熱を防ぐため、熱を逃しまず。 

⑥ 

電源スイ、ソチ 

電源を入/切しまず。 

⑧ 

給紙カセット用紙サイズ 
スイ、ソチ 

給紙カセットの用紙サイズを設をしまず。 

⑦ 

給紙カセット 
( A 3 ユニバーサル） 

A 目〜 A 3 サイズまでの用紙をセットしまず。 

⑧ 

給おトレイ 

開いて用紙をセットしまず 。 A 4じ(下の用紙を横にセットし 
た場合は、閉じたままで使用できまず。 

⑨ 

排紙トレイ 

B 4や A 3などの長い用紙に EP 刷ずるときじ使用しまず。 
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第 1 章お使いになる前に 



□ 


① 




① 

通風 □ 

プリンク内部の過熱を防ぐため、熱を逃しまず。 

② 

リリースボタン 

上部カバーを開きまず。 

③ 

電源コードコネクク 

電源コードを差し込むコネククでず。 

④ 

LAN ケーブルコネクク 

プリンクを LAN 経由で接続ずるためのコネクタでず。 

⑥ 

パラレルケーブルコネクク 

プリンタとパソコンをパラレルインクフェースで接続ずる 
ためのコネククでず。 

⑧ 

USB ケーブルコネクク 

プリンクを USB インタフェースで接続ずるためのコネク 
クでず。 
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第 1 章お使いになる前に 



□ 


③ 



① 

プ□セスカートリツジ 

感光ドラム、現像器ユニット、およびトナーから構成される 
機構でず。 

③ 

走着器 

用おじトナーをを着させる機構でず。プリンク使用時は高湿 
になっているので手を触れないようにを意してください。 

③ 

上部カバー 

プ□セスカートリッジを交換ずるときや、つまった用紙を 
取り除くときに開きまず。 

④ 

給紙トレイ用紙サイズ 
スイ、ソチ 

給紙トレイじセットした用紙のサイズを設走ずるスイ、ソチで 
ず。 

『パネルで設定』の位置にずると、プリンタドライバまたは 
オペレークパネルで設定したサイブが有タカとなりまず。 
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第 1 章お使いじなる前に 


DDDDDDDDD の阀□□回 


添付 CD - ROM「Printia LASER プリンクユーティリティ」には、パソコンから印刷ずるために 
必要なプリンタドライバやネットワークで使用ずるためにを要なソフトウェア、プリンタをより 
快適に使用ずるためじ便利な各種のソフトウェアが収録されていまず。 

これらのソフトウェアは、 Printianavi インストーラからインストールできまず。 Printianavi イ 
ンストーラは、添付 CD - ROM「Printia LASER プリンタユーティリティ」を、パソコンの CD - 
ROM ドライブじセットずると自動的に起動しまず。 

厂ぶ - N 

. Printianavi インストーラが自動的に起動しない場合は、エクスプ □- 
ラで CD - ROM の内容を表示し、一番上の階層にある 「 xlse 山 pxxe 」 を 
ダブルクリックしてください。 

- CD - ROM に収録されているソフトウェアの詳細は、『オンライン マニ ュ 
アル』「ソフトウェア編」、および CD - ROM ドライブ直下にある 
[ Readme . txtJ を参照してください。 

\___ J 
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設置上のお願い . 36 

プリンタの寸法 . 37 

プリンタの設置からインストールまで ...... 38 

本体の取 U 化し . 39 

緩衝具の取 U かし . 40 

プ□セスカートリ、ソジの取り付け ...... 41 

電源の投入 . 43 

電源コードを接続する . 43 

電源スイ、ソチをオンにする ....... 44 

プリンタの動作とオペレータ 

パネルの表示の確認 . 45 

用紙のセット . 46 


給紙カセツトじ用紙をセツトずる... . 46 
給紙トレイに用紙をセツトする ..... 50 


オプションの給紙カセット ( A 4.500お） 

じ用紙をセットずる . 52 

プ□セスカートリ、ソジの取り付け ...... 41 

排弟丘トレイのセット . 54 

設定:一覧の巧刷 . 55 

電源の切断 . 56 

オプションの取り付け . 57 

ケーブルの接続 . 58 

パラレルインタフェースじよる接搞… .59 
US 日インタフェースじよる接続 ..... 61 

LAN ケーブルの接続 . 62 

LAN じ接続ずるときのを意事項 ....... 63 

複数の ポートに 同時接続する 
ときのミ主意事項 . 64 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


□ □□□□回 


安全じげ適にプリンタをご利用いただくためじ、安全上のごま意とともに、 liTF の点にを意して 
設置してください。 

-いつもをい状態でご使用いただける環境範囲は次のとおりでず。 

温度：10〜32で湿度：1巳〜 85 %RH (結露がないこと） 

湿度32で W 上のときは湿度7096 RH W 下、湿度が 8596 RH 前後のときは温度28で W 下でご 
使用 < ださい。 

ちえきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、機械の内部に水滴が付着し部分的に印刷で 
きない場合がありまず。室温じなじませてから使用してください。 

-サーバ接続などによりプリンクの24時聞運用やお人運用をずる場合は、不慮の事故に巧ずる 
安全性を高める必要から、適切な防災対策 （ 耐震対策、煙感巧機、温度センサーなど）が施さ 
れた場所に設置してください。 

また、防災管理者（警備員、管理人など）が建物内に待機していることわ必要でず。 

-プリンクを前後左ちに5° W 上傾けないでください。 

トナーがこぼれるなど故障の原因となりまず。 

-プリンクは凹凸のない、平らな場所に設置してください。 

斜行等により印字ブレが大きくなったり、故障の原因となったりしまず。 

-ラジオの雑音、テレビやディスプレイ （ CRT ) のチラツキやゆがみなど電波や磁気による障害 
が発生し、原因が本プリンクであると考えられる場合は、本プリンタの電源を切って障害がな 
くなるかどうかお認してください。電源を切ると電玻や磁気じよる障害がな<なるようであれ 
ば、次の方法を組み合わせて障害を防止して<ださい。 

-プリンタとラジオ、テレビ、ディスプレイ （ CRT ) の距離を離してみる。 

-プリンクとラジオ、テレビ、ディスプレイ （ CRT ) の位置や向きを変えてみる。 

-プリンタとラジオ、テレビ、ディスプレイ （ CRT ) の電源を別系統のものに変えてみる。 
-受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外じある場合は電気店に 
ご相談ください。） 

-ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。 

-化学薬品やミ由分を使用または保管している環境では、本プリンタを使用しないで<ださい。故 
障の原因となりまず。 

-プリンクや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。 

電源コードが傷つき、感電■义炎-故障の原因じなりまず。 


圏圖國 

一超音波加湿器をご使用のお客様へ一 

超音波加湿器をご使用の隐じ、水道水や井戸水をご使用になりまずと、 
水中の不純物が大気中に放化され、プリンタの内部に付着して画像不 
をの原因となりまず。ご使用の隐には、純水のご使用をお勃めしまず。 
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第 2 章プリンク本体の設置 


(巧） 

471 mm 
() 職 
酣加 m 
的） 
528 mm 


430 mm (*1) 

608 nm (が） 


□ 

□ 


A を1段搭載時 
3を1段搭載時 
A を2段搭載時 

と化張給お ユニット - B を搭載時 
3を2段搭載時 


装置の寸法を示しまず。設置のときじ参考にしてください。 

く上面図> 


陋> 


(*8) 500 mm 


a 


(*1)树） 
310 mm 392 mm 
(*4) 
420 mm 



プリンタの背面と側面には通風□がありまず。プリン 
クは壁から十分離して設置してください。 
r ： 参'喝 「安全上のご注意」 （11 ページ）参照 

設置ずる台は、プリンクの足全体が十分に載る大きさ 
のものを準備してください。 


く正面図> 


く側田 



■ M : 標準構成時 
で:給紙 カセッ ト延長時 
巧:化張給お ユニット-/ 
■ M : 化張給お ユニット -E 
巧:化張給お ユニット-/ 
巧:お張給お ユニット-/ 
つ:化張給お ユニット -E 
巧:両面 ユニット 搭載時 


A 注意 


义災 


けが 


□ □□□□□□ 


LLLLLLLLL 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 


プリン女の設置か6印刷するためじ必要な設定までの流れを説明しまず。 

プリンタの接続-運用形態によって手順が異なりまず。次の図を参照し、必要な設定を行ってく 
ださい。 


m 


■ 


プリンタ本体の設置 

に参照 「第2章プリンタ本体の設置」 

(35 ページ）参照 

プリンタから印刷が巧えるようじ、プリンタ本体 
の設置や用紙のセツトを巧います。 


オプションの取り付け 

参照 「第 3 章オプションの装着」 
(6 己ページ）参照 

参兩面ユニット 





ケーフルの接続 Cpm 「ヶーブルの接続」（日8ぺージ）参照 
お使いの接続、運用お態にあわせてケーブルを接続します。 







ソフトウエアのインスト ー J レ を 参照 『オンラインマこュアル』「ソフトウェア編」参照 


お使いの接続、運巧形態じあわせて必要 
なソフトウエアをインストールします。 


《 CD - 附 M をパソコンにセットしてください。 
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第 2 章プリンク本体の設置 


□ □□□□回 


〇 


DDDDDDDDDDDDDD 

製品のお認（捆包されている製品）」を参照し、まず製品がずベて揃っていることをお認 
してください。 



© 

© 


DDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 



陋圃國 


本体はお 17.4 kg の重さがありまず。必ず2人 W 上の人数で図の取- 
手を持ち、 背中や腰を痛めないようじを意して運んでください。 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
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第 2 章プリンタ本体の設置 



緩衝具 


上部カバ- 


DDDDDDDD 


□ □□□□回 


〇 


© 


□□□□□□□□ 


___ 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ 、 
コし 

^ さ 

nL nL - 

□ □ < 

□ □て 

□ □し 

□ □業 

□品 

D D ノ 

□□ 出 

□ □り 

□ □取 

□ □を 

□□t 

□ I— I セ 

□□力 

□ □紙 

□ □給 
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第 2 章プリンク本体の設置 


がほ下ずることがありまず。 


圈圈國 

感化体（ドラム）の表面には、絶巧に手を触 
れないでください。 




DDDDDDDDDDDDDDD 


次の手順で、プ□セスカートリツジを取りがけまず。 


國圈國 

-直射日光や強い化に当てないでください。 

-プ□セスカートリッジの取り付け作業は、強い光の当たる場所を避 
け、できるだけ已分じ(内で終了してください。 

-トナーは人体に無害でずが、手やホ服についたときにはずぐに洗い流 
してください。 

-感光体 （ ドラム）の表面には絶対に手を触れないで<ださい。 


A を意 


故障プ□セスカートリッジは、本製品専用品を取り付けて 
ください。専用品 W クトのプ□セスカートリッジを取り 
付けると、プ□セスカートリッジおよびプリンタ本体 
の故障の原因となる恐れがありまず。 


r ： 参-嗯 「プ□セスカートリツジの取り扱い上のごを意」 （19 ページ） 


國圖國 


トナーシールを抜くときには、水平にまっず 
ぐ引き抜いてください。おめじ引くと、途中 
でトナーシールが切れてしまうことがあり 
まず。 

トナーシールは、引き抜くと全長約 66 cm でず。 
トナーシールを引き抜いた後は、プ□セス 
カートリッジを振ったり、衝擊をちえたりし 
ないで < ださい。 



_— I 質 
8 品 

字 

□ 巧 
7 □ 、■ 

□ □リ 

□□如 

□ □で 

□ □ _ 

□ □均 

回回暦 

□ □g 

□ □ _ 

□ □ナ 

□ □卜 



D 

□ 


D 


D D 
□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
L D D 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


園画國 


上部カバーがお実に□ックされたことをお 
認してください。完全に□ックされていない 
と、印刷不良が発生ずることがありまず。 


プリンク内部の部品には手を触れないで< 
ださい。 

プ□セスカートリッジ挿入時は、カート 
リッジがプリンタ内部に当た6ないように 
静かに入れてください。 




D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
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□ □ 
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□ 
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□ □ 

□ □ 


6 


D D 
□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 
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□ □ □ 

□ □ □ 


D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


D 

□ 

□□ 
□□ 
□□ 
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□ □ 

□ □ 
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第 2 章プリンク本体の設置 


電源コードを接続し、プリンタの電源が入るかどうかお認しまず。 


a 


DDDDDDDDDD 


次の手順で、電源コードを接続しまず。 

本プリンクの電圧を格値は、 AC 100 V でず。 

上記の走格は、プリンクの後部にある製造銘板に表示してありまず。使用ずるコンセントの電圧 
が、プリンクの走格電圧と一致ずるか巧認して<ださい。 


感 

電 

電源コードを接続ずるときは、をず電源スイッチを才 
フ（「〇」側）じしてください。電源を切らずに接続ず 
ると、感電の原因となりまず。 

义 

災 

電源コードのアース綜はをず専用のアース端子に接続 
してください。 

感 

電 

危険でずので次の箇所にアース綜を接続しないで<だ 
さし''。 

•ガス管（义烫や爆発の危険がありまず） 



•電話専用アース綜.避雷針（落雷時に大量の電流が流 
れる場合があり危険でず） 

-水道管や蛇 □ (配管の途中がプラスチックじなつてい 



る場合はアースの役目を果たしません） 

感 

電 

プリンクや他の機器の電源コードの上にプリンタを載 
せないでください。電源コードが傷つき、感電.义災 • 
故障の原因となりまず。 


[ A 警告 



□ □ □ □ □ 


□ □□□□□□ 



D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

〇 

田 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


© 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


奥までしっかりと 
差し&んで < ださい。 




□ □□□□□□□□□□□ 


電源スイッチを「 I 」側に倒して電源を入れま 
ず。 
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第 2 章プリンク本体の設置 


%DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


電源を入れると、オペレータパネルの「オンライン」「デーク」「リンク」「メッセージ」の各ラン 
プが点好し、あ晶ディスプレイの表示が次のように切り替わりまず。 


ショキシンタ•ンチュウ 


メモリ 3 ウリョウ 

X L-53 50 XXMB 



i 


ファー ム ロー ト''チュウ 

XXXXXXXXXXXX 




巧期彭断中を示しまず。 

メモリの総容量を示しまず。 

ファーム□ー ド中を示しまず。 
下段に MAC アドレスを表示しまず。 



初期化動作およびファーム□ー ド 
1 動作にお甜秒程度かかりまずので、 

_そのままお待ちください。 

オンライン 
カ セツ トカクニン1 


r ： 参照 オペ レータパ ネルが上記の表示じならないときは、「オペ レータパ ネルのエラー メッ 
セージ」 （1 目0ページ）参照 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


□ □□□凹 


h □□□□□□□□□□□□□凹 

ここでは、用紙を給紙カセットにセットずる手順じついて説 S 月しまず。 

國圖國 

官製はがき、厚紙厘量91呂 / m 2 〜135呂 / m 2 )、 OHP フィルム、ラべ 
ルお、不定お用紙、長尺おは、給おカセットからは印刷できません。給 
紙トレイか 6 EP 刷してください。 


巧 I ィ I ド! - 

お張給おユニット -A (オプション、250枚）が装着されている場合は、 
給紙カセ、ソトを、本体、拡張給紙ユニットのどちらにもセットできまず。 
給紙トレイから巧刷中でも、印刷を停止せずに給紙カセ、ソトに用紙を 
セットできます。 

異なるサイズの用紙を、同時に1つの給紙カセツトにセツトずることは 
できません。 


DDDDDDDDDDDDD 





D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
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第 2 章プリンタ本体の設置 



M □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
© 給おカセツトの左ちの突起部を矢印の方向に動かして□ックを解除ずる 



□ 

□ 


合わせる 

給おカセット奥側の中央部分を押さ 
え、取っ手を引いて長さを調節して 
ください。 

• B 4、 A 3、リーガルサイズの用紙を 
セットずるときは、給紙カセット 
を最大の長さに引き伸ばしまず。 

• A 5 から A 4 / レターまでの 短いサ 
イブの用紙をセットずるときは、 
給おカセツトを最かに縮めて使用 
しまず。 



□ 

□ 


a 



□ 

□ 


□ 

□ 

□ 

□ I 

□山 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


園画國 


反り、しわ、ホり目の人った用紙は使用し 
ないでください。 

横ガイドのラベルの線がセットできる用紙 
枚数の上限でず。用紙は綜が見える範囲の 
枚数じしてください。 

A 4、 B 5、 A 5、 レターサイブの用紙は、横 
長にセットしてください。 

A 3、 B 4、 リーガルサイズの用紙は、縱長 
にセットしてください。 

一度セットしたら、用紙はつぎ足さないで 
ください。二重をりの原因になりまず。 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 


國圖國 

用紙の端は縦ガイドクリ、ソプのツメの下に 
入れてください。 

雜ガイドクリ 、ソプ のスト 、ソ パーが 目盛りの 
穴にぴったりはまっていることを巧認して 
ください。 




〇 


DDDDDDDDDDDDD 


圏圖國 

ほこりの付着を防ぐため、フクは必ず閉めて 
ください。 


广巧 I ィ■ド! - 

'必要に応じ、プリンタに添付されている用 
紙サイズラベルをおりまず。 



〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 


國圖國 

給紙カセツトは奥に突き当たるまで押し込 
んでください。突き当たるまで押し込んでい 
ないと、カセットなしや、紙づまりの原因と 
なります。 




© 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 


1^ 巧 | イ I M -\ 

-印刷中は、用紙サイズスイ、ソチを操作し 
ないでください。プリンタが誤動作ずる 
場合がありまず。 

-用紙の向きは、用紙を縦長にセットした 
ときが「綿」、用紙を横長にセットしたと 
きが「横」でず。図は A 4 横にセットし 
た例でず。 

\_ y 
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第 2 章プリンタ本体の設置 



h □□□□□□□□□□□□凹 

給紙トレイに用紙をセツトずる手順について説明しまず。 

次の手順に従って、給おトレイに用紙を入れまず。 


圏圈國 

プリンクドライバおよびオペレークパネルで設定した用紙のサイブ 
は、必ず一致ちせて<ださい。異なるサイブの用おじ印刷した場合、プ 
リンクが故障ずるおそれがありまず。 



給おトレイはお80°の角度に開きまず。給 
紙トレイじか要 W 上の力をかけたり、用紙 W 
外の重たいものを載せないでください。 
破損の原因となりまず。 
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第 2 章プリンク本体の設置 


-反り、しわ、おり目の入った用紙は使用し 
ないでください。また、特殊紙を使用ずる 
ときは、よくさばいてから人れてください。 
-印刷ち向じついては、「用紙関係」 (165 
ページ）を参照してください。 

-用紙ガイドのラベルじある線がセツトでき 
る用紙枚数の上限でず。用紙は綜が見える 
範囲の枚数にしてください。 


- 乃'' が 1圆 - ' 

給おトレイに収容できる枚数は、約200枚 
(64 g / m 2 の場合）でず。 



スイッチの表示にセットした用紙サイズがない場合は、「パネルで設定」の位置じしまず。 



□ 

□ 


广綺斋1订 


「パネルで設定」の位置じずると、プリンクドライバまたはオペレータ 
パネルで設をしたサイズが有タカとなりまず。 

A 4 横の長さ W 下のサイズの用紙をセットした場合は、給紙トレイを閉 
じて印刷ずることができまず。 


圆團圆 


印刷中は、給おトレイ用紙サイズスイッチを操作しないでください。プ 1 
リンタが誤作動ずる場合がありまず。 

' _ J 
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第 2 章プリンタ本体の設置 




給おカセット （ A 4. 500枚）は、オプションの化張給紙ユニット - B にセットずるカセットでず。 
ここでは、給紙カセット （ A 4 -己00枚）じ用紙をセットずる手順について説明しまず。 

圏圖國 

プリンタドライバおよびオペレータパネルで設走した用紙のサイズ 
は、をず一致させて<ださい。異なるサイブの用紙に印刷した場合、プ 
リンタがが障ずるおそれがありまず。 


r ： 参照 給紙カセット （ A 3 ユ ニバーサル. 250枚）に用紙をセットずる手順については、 

「用紙のセット」 （46 ページ）参照 

广乃 I ィ1ド! - 'N 

印刷中でも、用紙が走行していない給おカセットであれば、印刷を停止ず 
ることなく用紙をセットずることができまず。 
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第 2 章プリンク本体の設置 


© 



□ 


DDDDDDDDDDDDDDDD 

給紙カセツトを突き当たるまで押し込 
みまず。奥までしっかり押し込まれてい 
ることをお認してください。 


圈圈圆 

給紙カセツトは奥に突き当たるまで押し込 
んでください。突き当たるまで押し込んでい 
ないと、カセットなしや、紙づまりの原因と 
なります。 



圏圖國 


反り、しわ、おり目の入った用紙は使用し 
ないで < ださい。 

A 4 サイズの用紙は「用紙関係」 （165 ペー 
ジ）を参照して、横長にセットしてくださ 
い。 

最大収容枚数 W 上の用紙をセットしないで 
ください。用紙の高さで 54 mm liTF でず。 
用紙が左ちのツメの上に載らないようにし 
て < ださい。 
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□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 
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□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


DDDDDDDDD 


排紙トレイをセツトずる手順について説明しまず。 


〇 


%□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDD 


排紙トレイ 
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第 2 章プリンク本体の設置 


厂ぶ崎 I ド! - ' 

オンライン状態のまま1分経過ずると、省電カモードになり「セツデン」 

と表示されまずが、「メニュー」スイ、ソチを押せばメニューモードに移行 
しまず。 

v _/ 


で設定の一覧を EP 刷し、プリンクが正しく動作ずることをお認しまず。 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 

オペ レータパ ネルの「オンライン」ランプが点 
なし、あ晶ディスプレイに「オンライン」また 
は「セツデン」と表示されていることを巧認し 
まず。 


オンライン 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□回 


i 「メニュー」 


TDDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDD 

設定の一覧の EP 刷が開始されまず。 


i 「設を」 
印刷開始 


メニユー 



► メニュー 

インサツ 

▼ 

i 「▼」 

メニュー 

インサツ 


セツテイ 

ノインサツ 

▲ 


□ 


DDDDDDDDD 

正常に印刷されないときは、「第7章こんな 
ときには」(135ページ）を参照してください。 


印刷終了 


メニューインサツ 
セツテイノインサツ 


▲ 


□ 

□ 


i 「オンライン」または 


オンライン 


□ □□□□□□ 


す 

押 

を 


0 

辦〇 


〇 


〇 


D 


D 

□ 

□ □ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 

□□ 

□- 


D 

□ 

護 

□ 

画 


_ □ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 


6 6 0 6 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


□ □□凹 


電源を切るときは、電源スイッチをオフ（「〇」側）じ倒しまず。 



電源が切断されると、オペレークパネルのずべてのランプおよびあ晶デイスプレイが消好しまず。 


圏圖國 

印刷中は電源を切らないでください。もし電源を切ってしまったとき 
は、「紙づまりになったとき」 （136 ページ）を参照して、プリンタ内 
じ残っている用紙を取り除いてください。 


W 上でプリンタ本体の設置は完了でず。目的に合わせて次の設定に進んで<ださい。 

こ蹇照 パソコンとパラレルケーブルで接続ずるには「パラレルインクフェースじよる接続」 

(59 ページ）参照 

r ： 参照 パソコンと USB ケーブルで接続ずるには 「 USB インタフェースじよる接続」 （61 ぺ一 

ジ）参照 

C»m LAN ケーブルで接続ずるには 「 LAN ケーブルの接続」 （62 ぺージ）参照 
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第 2 章プリンク本体の設置 




各オプションの取り付けは、第3章を参照してください。 
r ： 参-照 「プリンク RAM モジュールの取り付けかた」 （69 ぺージ）参照 

r ： 参照 「両面ユニットの取り付けかた」 （74 ページ）参照 

r ： 参照 「化張給紙ユニットの取り付けかた」 （78 ページ）参照 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


□ □□□□回 


接続、運用お態にあわせ、プリンクにケーブルを接続しまず。 


^ 巧1 讀 1 - 

-接続、運用お態は、お使いの環境に合わせて W 下を目安に選択してくだ 
さい。 

-パラレルケーブル / USB ケーブルで接続 

1台のパソコンか6のみ EP 刷ずる場合や、プリンク用に IP アドレス 
を使いたくない場合に違択しまず。 

よりまく印刷したい場合は、 USB ケーブルじよる接続をおずずめし 
まず。 

- LAN ケーブルで接続 

プリンタの設置場所を自由に動かしたい場合や、インターネットを 
利用して印刷ずる場合に選択しまず。 

LAN ケーブルを利用ずるとデークの転送违度が高违じなりまず。 

-サーバ経由で印刷ずると、クライアント側の設を/管理が比較的容易に 
なりまず。また、大規模なネットワークじ適していまず。 

-本プリンタは、パラレル/ USB / LAN のケーブルを同時に接続ずること 
ができまず。 

r»m 「複数のポートに同時接続ずるときのを意事項」 （64 ページ）参 


班 








第 2 章プリンク本体の設置 


DDDDDDDDDDDDDDDD 


IEEE 1284 準拠のパラレルインクフエースじパソコンを接続ずるときのを意事項と手順じついて 
説明しまず。 



. パソコン 

双方向パラレルインクフェースをサポートずる PC / AT 互換機 
■ 0 S 

Windows 98/ Me / NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003日本語版 


A m ^\ 感電パラレルケーブルを接続ずるときは、あず本プリンク 
~I とパソコンの電源を切ってください。電源を切らずじ 

接続ずると、感電の原因となりまず。 


A 注意 


故障ケーブルの接続は本書をよ < 読み、接続に圍違いがな 
いようにしてください。誤った接続状態で使用ずると、 
プリンクおよびノ ソコンが故障ずる原因となることが 
あります。 


國圖國 

パソコンとプリンクの接続に使用ずるパラレルケーブルは、 1.5 m じ(下 
のシールドケーブルをお使いください。 


广巧1ィ1 - N| 

本プリンクには、パラレルケーブルは添付されていません。別売ケーブル 
をお使いください。 

「プリンタケーブル」 （68 ページ）参照 

\_ J 


〇 


□ □□□□□ 凹 ODD □□□凹 
DDDDDDDDDDD 

パソコンの電源も切断してください。 
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第 2 章プリンタ本体の設置 



DDDDDDDDDDD Wndov ® □□□凹 

この後は、『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」で、パラレル接続時のプリンクド 
ライバのインストール方法の説明を参照してください。 


© 


© 


〇 



D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 


□ 
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□ 
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□ □ 
□ □ 
□ □ 
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□ □ 
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第 2 章プリンク本体の設置 


U5BDDDDDDDDDDDD 


US 臣インタフェースにパソコンを接続ずる手順について説明しまず。 



-パソコン 

USB インタフェースを内蔵ずる PC / AT 互換磯 
■ 0 S 

Windows 98/ Me / 2000 / XP/Windows Server 2003日本語版 


國圖國 

- Windows 3.1/95 せら Windows 98 /Me へアップグレードインス 
トールした環境での動作は保証できません。 

- Windows 95/ l \ IT 4.0 では動作しません。 

-パソコンとプリンタの接続に使用ずる USB ケーブルは、 5 mW 下の 
シールドケーブルをお使いください。 

-印刷中に USB ケーブルを抜き差ししないでください。 

.USB 八ブを使用ずる場合は、パソコンと直接接続された USB 八ブ 
に接続してください。 

-本プリンクと接続した USB ケーブルのもう一方は、パソコン本体の 
USB コネクク、またはセルフパワータイプの USB 八ブ（電源コー 
ドや AC アダプクにより電源が供給されるクイプの八ブ)のコネクタ 
に接続してください。上記 W 外の USB コネククじ接続ずると、正常 
に動作しない場合がありまず。 

- USB 1.1 または USB 2.0 じ準拠した USB ケーブルを用意してくださ 
し、。ただし、 USB 2.0 のケーブルを巧用しても、本プリンクとの接続 
時は USB 1.1 で動作しまず。 


广ぶ 1ィ1ド! - N 

USB ケーブルは本製品には添付されていません。お使いのパソコンに合 
わせて、別途購入してください。 

r ： 参照 「プリンタケーブル」 （68 ページ）参照 

\_ y 


〇 


L5BDDDDDDDDDDDDDD 

LBBDDDDDDDDDDDDD 


© 


□ □□日日 L 5 B 日日日日日日 □□□ 


パソコン側の接続は、パソコンの取扱説 
日月書を参照して < ださい。 

この後は、『オンラインマニュアル』「ソ 
フトウェア編」で、 USB 接続時のプリ 
ンクドライバのインストール方法の説 
巧を参照してください。 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


岡□□□□凹 


プリンタをネットワークに接続ずる手順じついて説 S 月しまず。 

プリンタをネットワーク経由で接続ずるときは、八ブユニ、ソト園をツイストペアケーブルで接続 
しまず。 

100 BASE - TX 対応の八ブユニ、ソトじ接続して100 Mbps でご使用じなる場合には、をずカテゴ 
リー5のツイストペアケーブルをご使用ください。 

また、次ページの 「 LAN じ接続ずるときのを意事項」もあわせてお読みください。 


〇 


□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□©□□□□□□□□ 



© 


DDDDDDDDDL7VSDDDD 
□ □□回 L7VSIDDDDDDD 
DDDDDDDD 

この後は、『オンラインマニュアル』 
「ソフトウェア編」で、ネットワーク 
接続時の設定ち法の説 S 月を参照して 
くださし、 



厂巧 1饰1ド! ->1 

LAN ケーブルで接続した場合は、プリンクに IP アドレスを設走ずるを要 
がありまず。 

IP アドレスは、添付の CD - ROM に納められたソフトウェアから設定可能 
でずが、オペレータパネルからプリンク単体で設走ずることもできまず。 
r » m オペレータパネルで IP アドレスを設をずる方法は、 「 IP アドレ 
スの設を」 (121 ページ）参照 

_ y 
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第 2 章プリンク本体の設置 


t 岡□□□□□□□□□凹 


LAN ケーブルを八ブユニットじ接続した場合に、八ブユニット側のリンクランプが点なせず、 
ネットワークのサーバなどじ接続できないときがありまず。このときは、プリンタと八ブユニ、ソ 
卜双方の Ethernet タイプを同じ規格に設走してください。 

本プリンタの Ethernet クイプは、「自動」「1 00 Mbps Full 」 「1 00 Mbps Half 」 「1 0 Mbps 」 の 
中から違ぶことができまず。プリンクの Ethernet クイプは、 メニュー モードの [ LAN 設定] 
じある 「 Ethernet クイプ」で変更しまず。本製品の 「10 Mbps 」 は、 「 Half 」 でず。 




メニューモードじつし)ては、 

「オペレークパネルか6の設を（メニューモード）」 （112 ページ）参照 


八ブユニ、ソト側の設定じついては、ご使用の八ブユニ、ソトの取扱説明書をお読みください。 

-八ブユニット LH 1100と接続ずる場合は、次の点じごを意ください。 

-ケーブル長 100 m のツイストペアケーブルは使用しないでください。 100 m のツイスト 
ペアケーブルでは、ネットワークのサーバなどじ接続できないことがありまず。 

-八ブユニットのラベルに 「 A 8」 W 降の表記があるあ要がありまず。 「 A 7」 や 「 A 6」 の 
表記がある場合は、「八ードウエア修理相談センクー」 （167 ページ）じご柜談ください。 


ラベルの見かたを次の図に示しまず。 

ラベルの位置…八プユニ、ソトの裏面の次に示す場所にあります。 
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第 2 章プリンタ本体の設置 


%□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


本プリンクは、 LAN 経由でサーバプリンタとして動作ずるとともに、他のパソコンをパラレル 

ポートや USB ポートにそれぞれ接続ずることができまず。 

複数のポートにプリンタを接続したときは、次の点にごを意ください。 

-ポートは、自動で切り替えることができまず。ただし、プリンタの状態によっては、ポートの 
自動切り替えが働かない場合や、切り替えに時聞がかかる場合がありまず。 

-使用中のポートがある場合、他のポートは使用できません。複数のポートを同時に使用してい 
て、パソコンの画面に 「 EP 刷エラー」などが表示された場合は、 EP 刷中のパソコンからの印刷 
が完了してから EP 刷を再開してください。 

- Printianavi および Printianavi ネットワークポートモニクを使用して複数台のパソコンか6同 
時に印刷した場合、一台のパソコンから EP 刷中のときは、残りのパソコンじ「プリンクが他で 
使用中のため待ち合わせていまず。」とメッセージを表示し、プリンクが使用中であることを通 
巧しまず。 

-使用中のポートでホ印刷データがある場合、他のポートじは切り替わりません。 


國圖國 

印刷中は、プリンクから他のケーブルを抜き差ししないでください。 


ここ！照 ポートの切り替え時圍については、「第5章オペレークパネルの操作」の「オペレー 

クパネルからの設定（メニユ ー モ ー ド）」の「ポ ー ト設走」の「タイムアウト時圍」 
(11 5ページ）参照 
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第 3 章オプションの装着 


オプション品のご紹介 


本プリンタは、々のオプションを用意していまず。あ要に応じてお買いホめください。 


拡張給紙 ユニット 


品名 

型名 

内容 

お張給お 
ユニット -A 

XL - EF 25 M 1 

2段目、3段目の給紙ユニットとして使用できまず。 
( A 3 ユニバーサル、250枚給紙カセット添が） 

化張給お 
ユニット -B 

XL - EF 50 M 1 

2段目、3段目の給紙ユニットとして使用できまず。 
( A 4、 目00枚給紙カセット添が） 


• 〈お態> 



あお給紙 ユニット - A あ張給紙す ニット - A あ張拾紙 ユニット - B あお給紙子 ニット -B 
あお給紙 ユニット -A あ張拾紙 ユニット -B あ張拾紙 2ニット -A あお給紙 ユニット -B 


广乃 ■ィ I ド! -\ 

-化張給お ユニット -A (オプション）が装着されている場合は、給お 力 
セットを、本体、化張給紙 ユニット -A のどちらにもセットできまず。 

-お張給おユニット（オプション）が装着されている場合は、印刷を停止 
せずに、用紙が走行していない給紙カセットに用紙をセットできまず。 

-給おトレイから印刷中でも、印刷を停止せずに給おカセットに用紙を 
セットできまず。 

-異なるサイズの用紙を、同時に1つの給紙カセットにセットずることは 
できません。 

\_ J 



両面' ユニッ 



品名 

型名 

内容 

両面ユニット 

XL - DUPM 1 

両面印刷用の ユニッ トでず。 


オプションの両面ユニットをプリンクに取りがけると、 A 3、 A 4 横、 A 己横、 B 4、 B 已横、リー 
ガル、 レク 一横サイズの用紙を両面 EP 刷できるようじなりまず。 
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第 3 章オプションの装着 


%D D D D RAMD □ □ □ □ 


□ □ 

□ □ 

□ □ 

プリンタ RAM 
モジュール -64 M 臣 

XL - EM 64 M 5 

RAM を 64 MB 搭載したメモリモジュールでず。 


•□日 □ □ 

プリンク RAM モジュールの容量を増加ずることにより、印刷保証範囲が増えまず。また、1200 dpi 
での EP 刷や部単位印刷ができるよ j になりまず。 



搭載されている RAM の容量と解像度によって EP 刷できる用紙サイブが異なりまず。これらの関 
係を liTF の表に示しまず。 





片面 





両面 




16MB け了シヨンな し） 80MB け了シヨン 

: 64MB) 

16MB け了シヨンな し） 80MB け了シヨン 

: 64MB) 


300dpi 

600dpi 

1200dpi 300dpi 

600dpi 

1200dpi 

300dpi 

600dpi 

1200dpi 300dpi 

600dpi 

1200dpi 

A 3 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

- ◎ 

◎ 

◎ 

目 4 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

- ◎ 

◎ 

◎ 

Legal 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

- ◎ 

◎ 

◎ 

Letter 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

A 4 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

目 5 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

A 5 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 

はがき 

◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 






ユ - 攪養サイズ ◎ 

◎ 

- ◎ 

◎ 

◎ 






長尺紙 

◎ 

— 

- ◎ 

— 

— 

— 

— 

— — 

— 

— 


◎ :どんなデータもお実に EP 刷できまず。 

〇 :デークの内容によって EP 刷できない場合がありまず。（プ□テクトモード使用時は EP 刷で 
きません。） 

一：本設定では印刷できません。 

解像度、プ□テクトモード：プリンクドライバで設定しまず。 

参照 プリンクドライバのヘルプ、または『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 
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第 3 章オプションの装着 


t □□凹岡 □□□ 


本プリンク内蔵プリンタ LAN ポートは100 BASE - TX /10 BASE - T に対応し、プロトコルとして 
TCP / IP をサポートしていまず。 

IPX / SPX プロトコルを利用ずる場合は、次のプリンタ LAN アダプクをご使用ください。 


□ □ 

□ □ 

□ □ □ 

プリンタ LAN 
ァダプク 

FM - LNA 110 

100 BASE - TX /10 BASE - T に対応した LAN アダプ 
夕でず。 

NetWare 3.1 xJ 、 IntranetWare、NetWare 5じ対 
応していまず。 




ご使用のパソコンに対応したケーブルをご使用ください。 


國圖國 

W 下の長さのシールドケーブルをお使いください。 

パラレルインクフェースケーブル： 1.5 m じ(下 
USB ケーブル ： 5 m liTF 


厂の 1 が 1 k 1 -\ 

本プリンタじはプリンクケーブルは添付されていません。別売ケーブルを 
お使いください。 

_ y 


別売ケーブルは W 下のものが用意されていまず。 

•□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □ 

□ □ 

□ □ 

プリンタケーブル 

FMV - CBL 712 

FMV シリ -ズ、 各社 AT 互換機に接続できまず。 

プリンクケーブル 

FMS - CBL 711 

P 网 MERGY/GRANPOWER 5000シリーズに接続 
できまず。 

LBBD □ □ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

プリンタ USB 
ケーブル 

XL - CBLU 2 

Windows 98/ Me / 2000 / XP/Windows Server 
2003が動作ずるパソコンに接続できまず。本ヶー 
ブルは USB 2.0 に対応していまずが、本プリンク 
との接続時は USB 1.1 で動作しまず。 
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第 3 章オプションの装着 


DDDDDDDDDDDDDD 


オプションを取り付けるときは、次のことがらを守ってください。 


[ A 警告] 


感電 オプション機器を接続ずる場合じは、当社おお品 W ホ 

の機器は接続しないで<ださい。 

当社おお品 W 外を接続ずると、感電•义災-故障の原 
因となりまず 



A を意 


けが オプション類の取りがけ、取りかしを巧う際は、指走 

された場所 W クトのネジは外さないで < ださい。 

指定された場所 W クトのネジをクトずと、ケガや故障の原 
因となることがありまず。 


□ □回 RAMDDDDDDDDDDDD 


メモリを増設ずるためのプリンタ RAM モジュールの取り付け、取リクトしじついて説 S 月しまず。 


[ A 警告] 


感電 プリンタ RAM モジュールの取り付けおよび取リクトし 
は、電源スイ、ソチが「〇」側に倒れていることを巧認 
し、電源コードをコンセントから抜いた後行ってくだ 
さし)。 

電源を切らずに作業ずると、感電または故障の原因と 
なります。 


國圖國 


静電気によってプリンタ RAM モジュールが破壊されないように、次の 
点じごミ主意ください。 

-本プリンタに取り付ける直前まで、袋からモジュールを取り出さない 

で/だか、 

. モジュールじ触れる前に、金属製のもの（□ツカーなど）に触れて、 
人体の静電気を取り除いて<ださい。 

-モジュールを持つときは、あずモジュールの端を持ってください。モ 

ジュールの電気回路部品および配綜部分に手を触れないで<ださい。 
- J 
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第 3 章オプションの装着 



D D D D RAM □□□□□□□□□凹 


プリンタ RAM モジュールは、次の手順で取りがけまず。 


DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

プリンタの電源スイッチを「〇」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプリ 
ンクの電源コードコネクタから抜きまず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、および USB ケーブルを外しまず。 



闷 


A 注意 


プリンク内部の部品には手を触れないで< 
ださい。 


やけどプリンタを使用した直後はを着器が非常に熱<なって 
いまず。「高温を意」ラベルが目占ってある箇所（を着器 
やその周辺）には、滿巧に触れないでください。やけ 
どの原因となることがありまず。 

警告ラベル 


けが 


A A CAUTION' HK«H TEMPERATURE VOnSICMT' HEtZUNOSnOLLEN SEHR HCtSS 

/|\ /«\ が TENTONi TEMPERATune CLfVEE AOVEATENCU. TEMPCRATURA ELEVAOA 

i * \ I — \ CLHOAOO' ALTA TCMPtfUTURA 。 ■ 

fiz 




上部カバーを開くとき、カバーとプリンクに手をがま 
ないようにを意してください。ケガをずることがあり 
まず。上部カバーが開いているときに、上部カバーに 
手を触れると、閉じる方向に自然落下ずることがあり 
まず。手を换んでケガをずる原因となりまずので、上 
部カバーじは触れないようじしてください。 




D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

□ □ 
□ □ 

□ □ 

□ □ 


0 


園 
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第 3 章オプションの装着 


© 


DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□回 

図のように上面のの角いボクンを押し 


ながら（①）背面にずらし（②）、外側 
じ倒ずようにして外しまず（③）。 




〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 



© 


DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□ R^D DDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 關□□回 

□ □□□回 

左ちのレバーが閉じるまで押し込みま 
ず。 


國圖國 


プリンタ RAM モジュールの基板は壊れやず 
いので、取り扱いじは十分ミ主意してくださ 
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第 3 章オプションの装着 



〇 DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

-別ィ I ド I - 

プリンク RAM モジュールを増設したとき 
は、電源を投入し、オペレークパネルのあ 
晶ディスプレイ上に表示される「メモリ 
ヨウリョウ」で 「80 MB 」 と表示されてい 
ることを巧認しまず。 


メモリヨウリョウ 


X L -5 3 5 0 

8 OMB 


園圆圆 


プリンタ RAM モジュールを増設した場合は、 
必ずプリンタドライバで装置オプションの 
設をを行ってください。 

ヴ参照設置ち法についてはプリンクドラ 
イバのヘルプ、または『オンライン 
マニュアル』「ソフトウェア編」参照 




D D 
D) 

□ □ 
□リ 

□ □ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 


D D 
□ □ 
□□ 
□□ 


D 

□ 


[D D D 


□□□ 


□- 

□ 

回 □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


- D 
□ 


D 

□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


0 
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第 3 章オプションの装着 


%D D D D RAMDDDDDDDDDD 


プリンク RAM モジュールを取リクトずときは、左ちのレバーを指で開き、手前に引き抜きまず。 
オプションカバーのクトしかたや取り付けかたは、「プリンク RAM モジュールを取り付ける」 （70 
ページ）を参照してください。 
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第 3 章オプションの装着 


DDDDDDDDDDDDD 


オプションの両面ユニットをプリンクに取り付けると、次のサイズの用紙を両面印刷できるよう 
になります。 

A 3、 A 4 横、 A 己横、 B 4、 B 巳横、リーガル、レクー横 


A 警告 


故障 両面ユニットは、本プリンク専用品を取り付けてくだ 

さい。また、本プリンク専用の両面ユニットを、他の 
プリンクに取り付けることはできません。専用品 W 外 
の両面ユニットを取り付けると、両面ユニットおよび 
プリンク本体の故障の原因となりまず。 

感電 両面ユニットを取り付けおよび取リクトずときは、電源 

スイ、ソチが「〇」側に倒れていることを巧認し、電源 
コードをコンセントから抜いた後に行ってください。 
電源を切6ずに作業ずると、感電または故障の原因と 
なります。 


DDDDDDDDDDDD 


両面ユニットは、次の手順で取り付けまず。 


DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

プリンタの電源スイッチを「〇」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプリ 
ンクの電源コードコネクタから抜きまず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、および USB ケーブルを外しまず。 



D D 

□□□ 
□□□ 
[D D 
[D D 
[D D 
□ □ □ 
□ □□ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 

6 
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第 3 章オプションの装着 


圏圈國 


両面ユニットが巧実に取りがけられている 
ことをお認してください。正しく取りがけら 
れていないと、動作不良やおづまりなどの原 
因となりまず。 

V_ J 


□ □□□□□□ 






□ 

□ 

□ 

□□ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 

□ □ 


D D 
□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 


の 

夕 

ン 

リ 

プ 

を 

夕 

ク 

ネ 

コぶ 

Q 、い 

卜差 

ツー」 

- 1が 
ユク 

面和 

両 n 


し 

さ 

だ 

< 

で 

ん 


0 


D 

□ 

□ □ 


D 

□ 


D 
□. 


D 

□ 


D 


D 

□ 

□ 

-□ 

. □ 

□ 

□ 

□ 


日 


□- 
□□ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


D 

□ 


D 

□ 


D 

□ 


D 

□ 

□ 

□ 

□ 

回□， 

凹拟 

□ L □ 

□ L □ 

品 □ 

D) D 

□ D □ 

□ { □ 
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第 3 章オプションの装着 


手順で、プリンタの電源を切り、電源 
コード、パラレルケーブル、 LAN ケープ 
ル、および USB ケーブルを外しまず。 
次に両面ユニット下部の左ち2か巧のネ 
ジをゆるめまず。 


hDDDDDDDDDDD 

両面ユニットは、次の手順で取り外しまず。 


じ 
□ 同 
□ と 
□ き 
□ と 
□ る 
□ け 
□ 付 

□を 

2ソ 

□11 

□ユ 

□ 面 
□ 両 


〇 

田 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


〇 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


6 


0 
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第 3 章オプションの装着 


0 


□□□□□□□ 




D D 
□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 


明 
明 □ 

回品 

回が 


D 

□ 


D 

□ 


□ L □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 


© 
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第 3 章オプションの装着 


DDDDDDDDDDDDDDD 


本プリンクに取り付けることができる化張給おユニットには、お張給おユニット - A ( A 3 ユニバ ー 
サル- 250枚)、化張給紙ユニット -B ( A 4 - 500枚）がありまず。 

お張給お ユニット - A 、 化張給お ユニット - B は、上段下段のどちらにでも取り付けることができ 
まず。 

お張給おユニットの取り付けお態は、「オプション品のご紹介」 （66 ページ）でお認してください。 
次ページ W 降の説巧では、化張給おユニット - A を例にしていまずが、化張給おユニット - B の場 
合も同じでず。 


A 警告 


故障 お張給おユニットは、本プリンタ専用品を取り付けて 

ください。また、本プリンク専用の化張給おユニット 
を、化のプリンタじ取りがけることはできません。専 
用品 W クトの化張給おユニットを取り付けると、化張給 
おユニットおよびプリンク本体の故障の原因となりま 
ず。 

感電 化張給おユニットを取り付けおよび取り外ずときは、 

電源スイ、ソチが「〇」側に倒れていることを巧認し、電 
源コードをコンセントから抜いた後に行ってくださ 
い。 

電源を切らずじ作業ずると、感電または故障の原因と 
なります。 


A 注意 


けが-化張給おユニットの金属部分に手を触れる場合は、十 
分にを意してください。手を傷つけるおそれがありま 
ず。 

-プリンタと化張給おユニットの圍じ指をがまないよ 
うにを意してください。けがの原因となることがあり 
まず。 

-本プリンクは、オプションや消耗品、用紙が入ってい 
ない状態で約 17.4 k 呂ありまず。プリンタを動かず場 
合は、をず2人 W 上で持ち運んでください。プリン 
クを持ち上げるときは、腰を痛めないように十分に膝 
を折り、プリンク正面（オペレータパネル側）および 
背面に向かい、左ち両側のくぼみを両手でしっかりと 
持ってください。くぼみ W 外を持って持ち上げること 
は絶対じしないでください。を下によりケガの原因に 
なることがありまず。 
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第 3 章オプションの装着 


なつていない場合は、□—ラを手で回し フィ—ド日-ラ |り(] 

てゴム面を上にしてください。 ^ 

化張給おユニット - B には保畫用の段 
ボールは付いていません。 

化張給おユニット - A 、 または化張給お 
ユニット - B を1つだけ取り付けるとき 
はに 0 進みまず。 




DDDDDDDDDDDDDD 


お張給おユニットは、次の手順で取り付けまず。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 

プリンクの電源スイッチを「〇」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプリ 
ンタの電源コードコネククから抜きまず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、および USB ケーブルを外しまず。 




D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ 

□ 


-A 


D 

□ 


□ 

□ 


D 

□ 


D 

□ 


D 


D D 
□ □ 


D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


こ 

上 

が 

面 

ム 

n 

の 

色 

灰 

の 

ラ 

- 

□ 

□ド 
□- 
□イ 
□フ 
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□ 

□ 

□ 


〇 


_ _ _ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
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第 3 章オプションの装着 


が;張給おユニットの後部の角を合わせ、 

1段目の化張給お ユニッ トの前部を静 
かにおろしまず。2段目の化張給紙ユ 
二、ソトのち側面じある2本のガイドピ 
ンが1段目の化張給お ユニッ トの底面 
にある穴に A るようにしまず。 



園画國 


給おユニットは、前後の向きにを意して、 
図のようじ置いてください。また、前後の 
取り付け作業ができるく 6いのスペース 
(それぞれ約 50 cm ) をお保してください。 
給紙ユニットのプリント板はこわれやすい 
ので、手を触れないで<ださい。 


□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
2 D 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ 2 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 

□ □ 


〇 

□ 

□ 

□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□ □ 
1 □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 

□ □ 


D D 
□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 
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第 3 章オプションの装着 


圏圖國 


化張給おユニットを増設した場合は、をずプ 
リンタドライバで装置オプションの設走を 
行ってください。 

ヴ養照プリンクドライバのヘルプ、または 
『オンラインマニュアル』「ソフト 
ウェア編」参照 
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第 3 章オプションの装着 



h □□□□□□□□□□□凹 

お張給おユニットは、次の手順で取り外しまず。 


DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

プリンクの電源スイッチを「〇」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプ 
リンタの電源コードコネククから抜きまず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、および USB ケーブルを外しまず。 




園麵國 


取り外した化張給おユニットと付属の固走 
クリ、ソプを、破損または紛失ずることのない 
ように保管してくだい。 


〇 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


〇 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

□ □ 


e 



前 


D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


D 

□ 


D 


□□ 

□ □ 

□ □ 
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第 3 章オプションの装着 




まっすぐに持ち上げてください。無理に取り 
外ずと、接続用ピンなどの接続部分を損傷ず 
ることがありまず。 


D D 
□ □ 
□□ 


D 

□ 

□一 

□ _ 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 

□ □ 


- D 
□ 


D 

□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 

□ □ 
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印刷手順 . 88 
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プリンタの清掃 . 99 
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プリンタを長時闇使用しないとき . 102 

プリンタを移動するとき . 103 
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捆包して運搬する . 106 
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第 4 章日常の操作 


□ □回 


アプリケーションで作成したデータを実際に印刷ずるときの操作について説 S 月しまず。印刷手順 
はアプリケーションによつて異なりまず。 

ここでは、ワードパ、ソドを例に説 S 月しまず。 


© 


DDDDDDDDDDDDDDD 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 




-フリンタ- 


ブリンタさ■(が： I 抑 wr 脚 1 の》 ! 巧 游 ■ 


がお： 

オシライシ 

巧領： 

FUJITSU XL-XXXX 

巧巧： 

り X Ip mi 

コインい 


-巧剧お圓- 


厂ファイルへ化力么） 


すべて曲 

ペ-ジ;陡域 [T 


-- 巧刷吕陳史- 
さ腳位： 


I 


r 


ページからを） 
パージまでの 
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が函函 

厂巧単お謂桐 ](I 


0K 


キャン tZ ル」 


巧刷 
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第 4 章日常の操作 


〇 


□ □□□□□□田 W □□□□□回 



ぷ参-喝 各設定項目の詳細じついては、プリンタドライバの「ヘルプ」または 
『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

r ： 参照 用紙をセットずる方法については、「第6章用紙について」 （12 已ページ）参照 
手順© の画面に戻りまず。 


© 


□ W □□□□□回 

印刷が開始されまず。 

r ： 参照 うまく印刷できないときは、「第7章こんなときには」（135ページ）参照 
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第 4 章日常の操作 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 


Printianavi を使うと、プリンタの状態をパソコン上で見ることできまず。 

Printianavi は、印刷が実行されるとプリンタのモニタを開始しまず。プリンタでエラーが発生ず 
ると、エラーの内容と対処ち法を、パソコンの画面にポップアップ表示しまず。 



が参,照 Printianavi じよるエラー情報をポップアップ表示にずるための設走、および詳細につ 

いては、プリンタドライバの「ヘルプ」、または『オンラインマニュアル』「ソフトウェ 
ア編」参照 
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第 4 章日常の操作 


□ □□凹 


印刷開始後（データランプ点滅または点な)、 EP 刷を中止ずる2つのち法を説明しまず。 

% 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□□ 

パソコンか6印刷を中止ずるときの操作は、 [ Printianavi ] ダイア□グの表示ち法の設走によつ 
て異なりまず。 

•□□□□□□□□□□□ 

[ EP 刷中止]をクリックずる 



クリック 


• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

タスクトレイのアイコンをダブルクリックし、 [ EP 刷中止]をクリックずる 


- 一一 ■ ダブルクリ 



陆刷中 ...] 



ユーザさ！ ： Administrator 

文まる : Printer Test Page 
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第 4 章日常の操作 


广巧 1 部 1 -^ 

クスクトレイのアイコンをちクリックし、「印刷中止」を逞択して、 Ep 刷 
を中止ずることもできます。 

元のサイズ I こ戻す电）1 
巧刷中止を） 

ステータスををのが了の 印な仲 .. I 

- 

V_ J 


%DDDDDDDDDDDDDD 


オペレークパネルでプリンクをオフライン状態に切り替えて、リセ、ソトの操作をしまず。 
プリンタをリセットずると、プリンク巧のホ印刷データを消去し、パソコンから残りデータを受 
信しながら、印刷ジョブを削除しまず。 

Printia XL ドライバか 6 Ep 刷しているときは、印刷ジョブの終了を検止!ずるとリセット（初期化) 
を終了しまず。 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ □ 

X X X X X には、使用ポートが表示され 


まず。 


印刷中の用紙を排化し、オフライン状態 
になります。 


© 


DDDDDDDDDDDDD 


このとき「オンライン」スイ、ソチを押ず 


と、リセットせずに EP 刷を再開しまず。 


インサツチ 

ュウ XXXXX 

1- A 4 

i 「オンライン」 

ハイシュツ 

シヨリチュウ 

1- A 4 

i 

オフライン 

XXXXX 

i 「リセット」 

シヨキカ 

シマスカ？ 
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第 4 章日常の操作 


© 


DDDDDDDDDDDDDDD 

プリンクを初期化しまず。 

受信デークがあると、データ/排化ラン 
プが点滅しまず。 

初期化が終了ずると、オンライン状態に 


戻りまず。 


i 「リセット」 

シヨキカチュウ 


广ぶ 1ィ1ド! - N 

プリンタの接続ちまや使用しているパソコンによっては、 EP 刷ジョブぜ完 
全には削除できず、オンライン状態に戻った後、文字化けなどのトラブル 
が発生ずることがありまず。 Printianavi を使用しているときは、パソコ 
ン上の Printianavi メッセージ上か6「印刷中止」または「印刷巧ち切り」 

を行うことをお勧めしまず。 


r ： 参照 オペレータパネルの詳繼ま「第己章オペレータパネルの操作」 （107 ぺージ)参照 
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第 4 章日常の操作 


□ □□日日日日日日日日日日日日日日日□回 


プ□セスカートリッジの交換のしかたと使用ずるときのを意事項について説 S 月しまず。 




プ□セスカートリツジ1本あたりの目安として、 LB 311 A の場合 A 4 サイズの用紙で約日000 
ぺ一义 LB 311 B の場合 A 4 サイズの用紙で約10000ぺージの印刷ができまず。トナーの残り 
が少なくなると、プ□セスカートリツジの交換をなずメ、ソセージがあ晶ディスプレイに表示され 
まず。この表示がでたら、プ□セスカートリッジを取り外し、ま斤しいプ□セスカートリッジと巧 
換しまず 


r ： 参照 「プ□セスカートリツジの取り外し」の7ページ）参照 
r ： 参照 「プ□セスカートリツジの取りがけ」 （41 ページ）参照 

r ： 参照 プ□セスカートリツジに関ずる詳細は、「サプライ品一覧」 (164 ページ）参照 


A 警告 


破裂プ□セスカートリッジを义中に投入しないでくださ 
し、义中に投入ずると、トナー粉がはねて、やけどの 
原因となりまず。 

使用済みのプ□セスカートリッジは、無債回収サービ 
スをご利用ください。 

今ぉ 「使用済みプ□セスカートリッジの回収サービ 
ス」 (167 ページ）参照 

誤飲-トナーは目や□に入らないようにを意してください。 

プ□セスカートリッジの交換時などにトナーが手に 
付いた場合は、まやかに洗い落としてください。 

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と柜談して<だ 
さい。 

. プ□セスカートリッジを保管ずる場合は、かさなお子 
さまがトナーを誤って飲むことがないようじ、かさな 
お子さまの手の届かないところに置いてください。万 
一、 飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談して<ださ 
い。 

けが上部カバーを開くとき、カバーとプリンタ本体に手を 
巧まないようじを意してください。ケガをずることが 
ありまず。 

上部カバーが開いているときに、上部カバーに手を触 
れると、閉じる方向に自然を下ずることがありまず。手 
を换んでケガをずる原因となりまずので、上部カバー 
じは触れないようにしてください。 
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第 4 章日常の操作 


A 注意 


故障 プ□セスカートリッジは、本製品専用品を取りがけて 
ください。専用品(クトのプ□セスカートリッジを取り 
付けると、プ□セスカートリッジおよびプリンク本体 
の故障の原因となる恐れがありまず。 

やけどプリンクを使用した直後はを着器が非常に熱<なって 
いまず。「高温を意」ラベルが目占ってある箇所（走着器 
やその周辺）じは、絕対に触れないでください。やけ 
どの原因となることがありまず。 


警告ラベル 



■ □□□□□□□□□□□□□□□回 

プ□セスカートリッジは、光に巧して非常に敏感でず。トナーを巧一にずるときや交換に際して 
は、次の点にを意してください。 

-直射日光や強い光（約1500ルクス(上）じ当てないでください。通常の室内の明かりの下で 
も己分じ(上は放置しないでください。 

-感化体（ドラム）表面には絕巧に手を触れないで<ださい。 

-立てたり、裏あしじして置かないでください。 

-トナーは人体に巧害でずが、手やホ服についたときにはずぐに洗ってください。 

-常に、予備のプ□セスカートリッジを用意しておいてください。 

-装置の故障を防ぐため、本プリンタ専用品 t (クトのプ□セスカートリッジをセットずると、次の 
ような エラーメ 、ソ セージが表示される場合がありまず。純正品のプ□セスカートリッジに交換 
してください。 

I 力ートリッシ’イシ''ヨウ 1 

EP 力ートリッシ '' カクニン 
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第 4 章日常の操作 


■ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

-プ□セスカートリッジの保管期限はお2年聞でず。お買い上げ後は2年 W 巧にご使用<ださい。 
-プ□セスカートリッジ内のトナーが片寄っているために、プ□セスカートリッジの交換をがず 
メッセージがあ晶ディスプレイじ表示されることがありまず。 

-プ□セスカートリッジの交換をがずメ、ソセージが表示されない場合でも、次のようなときはプ 
□セスカートリ、ソジの交換が必要でず。 

-縱のカスレや部分的なカスレがある場合 

プ□セスカートリッジを図のように取り化して振り、内部トナーの状態を巧一にして印 
刷してみてわ、改善されないとき 



-不鮮明な印刷状態が発生した場合 
適切な用紙に替えて印刷しても改善されないとき 
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第 4 章日常の操作 


乃レ I 订 


. トナーで床を巧さないよう，取り化したプ□セ 
スカートリッジを置く場所じは，あらかじめ紙 
などを敷いておいてください。 

-使用済みのプ□セスカートリッジを処分 
ずるときは、弊社の回収サービスをご利 
用 < ださい。 

「プ□セスカートリッジの取りがけ」じ 
したがって、ま斤しいプ□セスカートリ、ソ 
ジを取り付けまず。 

Cpm 「プ□セスカートリッジの取り 
付け」 （41 ページ）参照 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

富±适株式会社では、地球環境への函慮から使用済みプ□セスカートリッジを無償で回収してお 
U まず。 

下記の『エコ受付センター』じご連給をいただければ、回収便じて引き取りじうかがいまず。お 
客様のご理解とご協力をお願いいたしまず。 

『エコ受付センクー』 

フリーダイヤル： 0120 -30-0 閒3 
平日8:40〜12:00および13:00〜17:30 
(±匿' 日匿-祝日-年末年始を除 <) 



■ □□□□□□□□□□□□□回 

次の手順じしたがって、プ□セスカートリツジを取り外しまず。 


D 

□ 

□ □ 

□ [ □ 

□ □ 

□ Ed 

□ Ed 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

oe 
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第 4 章日常の操作 




プ□セスカートリッジを取り扱うときや保管ずるときのを意事項について説 S 月しまず。 


■ □□□□□□□□□ 

プ□セスカートリッジを取り扱うときは、次の点じご注意ください。 

-直射日光や強い光（お1500ルクス W 上）に当てないでください。 

-室内の明かりの下でも、プ□セスカートリッジを5分 tLh 放置しないでください。 

-プ□セスカートリッジをプリンクか6外した場合は、強い光に当てないよう捆包されていたア 
ルミ袋に入れるか、厚い巧などじ包んでください。 

-寒いところから暖かいところに移動した場合は、1商聞 W 上室温に慣らしてか6使用してくだ 
さい。 

-立てたり、裏返しにして置かないでください。 

-トナーは人体に無害でずが、手や衣服じついたときはずぐじ洗ってください。 

-トナーシールを引き抜いた後は、プ□セスカートリッジを強くおったり、衝擊を与えないでく 
ださい。トナーがこぼれることがありまず。 

-感化体（ドラム）表面には絶対に手を触れないで<ださい。 


■ □□□□□□□ 

プ□セスカートリツジを保管ずるときは、次の点にご注意ください。 

-使用ずるまでは開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、捆包されていたアル 
ミ袋に入れ、保管してください。 

-直射日光をさけ、 W 下の環境で保管して<ださい。 

温度範囲〇〜35で、湿度範囲15〜 80 %RH (ただし、結露のないこと） 

-高温を湿になる場所には置かないでください。 

-立てたり、裏返しにして置かないでください。 

. CRT 画面、ディスクドライブ、フ□、ソピーディスクなど、磁気を帯びたものの近くに置かない 
で < ださい。 

•か児の手の届かないところに保管してください。 
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第 4 章日常の操作 


□ □□□□回 


プリンクをを巧な状態に保ち、いつもきれいな EP 刷ができるようじ、約1か月に1回、プリンク 
本体周辺を清掃してください。また、プ□セスカートリッジの交換時やおづまりの処置時には、 
プリンク内部を点横してください。 


A 注意 


やけどプリンクの清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必 
ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

感電電源スイ、ソチを切らずにプリンクの清掃を行うと、や 
けどや感電の原因となることがありまず。 


國圖國 

清掃に際しては、 W 下の点じを意してください。 

. プリンクを使用した直後は、プリンク内部が非常に熱くなっていま 
ず。10分位たって内部の温をが下がってから作業してください。 

-水または中性洗剤 W 外は、絶対に使用しないでください。ベンジン、 
シンナーなど揮発性のものを使用ずると、カバーの変色や変おの恐れ 
がありまず。 

-ミ由をさずあ要はありません。をミ由はしないでください。 


%□□□□□□□□□□□ 


カバー表面の巧れは、水またはうずめた中性洗剤を含ませてかたくしぼった布で拭き取りまず。 
そのあと、柔らかい乾いた巧で拭きまず。 

















第 4 章日常の操作 




プリンタ内部の清掃ち法を、清掃場所ごとに説明しまず。 


• □□□□□ 

おづまりの処置や、プ□セスカートリッジ交換のあと、上部カバーを閉じる前に、内部を点おし 
てください。 


r ： 参照 「プ□セスカートリツジの取り外し」 （97 ページ）参照 


〇 


DDDDDDDDDDDDD 


© 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

• 紙片が残つていれば取り除きまず。 

'ほこり、 巧れ、こぼれたトナーは、乾いた清潔な柔らかい布で拭き取りまず。 


•□□□□□□□□□ 

年賀はがきなど、絵入り官製はがきに EP 刷ずるとき、はがきの粉によりをり不良が発生ずること 
がありまず。プ□セスカートリッジを取り外し、お送り□ーラ（ゴム□ーラ （2 個)）を清掃して 
ください。 


〇 


© 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 

左側の□ーラは左へ、ち側の□ーラはち 
へずらしまず。 


DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□回 


紙送り □ —フ 
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第 4 章日常の操作 


國圖國 


水 W 外は使用しないでください。ゴムが破損 
ずることがありまず。 

V _ J 
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第 4 章日常の操作 


DDDDDDDDDDDDDDD 


1週聞 W 上プリンタを使用しないときは、電源スイッチを切り、電源プラグを電源コンセントか 
らおいておきまず。また、用紙を給紙トレイや給紙カセットから取り化し、湿気やほこりの少な 
い場所に保管しまず。 


A 警告 

感 

電 

電源プラグは絶対に濡れた手で触らないでください。 
感電の原因となる恐れがありまず。 


感 

電 

電源プラグをコンセントからおくときは、をず電源プ 


义 

災 

ラグを持っておいてください。電源コードを引っ張る 
と電源コードが傷つき、义が-感電の原因となる恐れ 
がありまず。 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

プリンタの電源スイッチを「〇」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプリ 


ンクの電源コードコネクタから抜きまず。 


© 


國國國 

エラーメッセージが表示されているときは、オペレータパネルのメッ 

セージに従つた処置をしてか6電源を切つてください。 

r ： 参照 「オペレークパネルのエラーメッセージ」（150ページ）参照 


□ □□□□回 

給おカセツトから用紙を取り化し、湿気やほこりのない場所に保管しまず。 


广参撤 用紙の保管じついては、「第6章用紙について」 （125 ページ）参照 
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第 4 章日常の操作 


%DDDDDDDDDDD 


プリンクを運搬したり、移動したりずるときじは、次の点にを意してください。 


A ミ主意 


けが 本製品は、オプションや消耗品、用紙が入っていない状 

態で約 17.4 kg ありまず。プリンタを動かず場合は、を 
ず2人 W 上で持ち運んで<ださい。プリンクを持ち上げ 
るときは、腰を痛めないようじ十分に膝を折り、プリン 
夕正面（操作パネル側）および背面に向かい、左ち両側 
のくぼみを両手でしっかりと持ってください。くぼみ W 
外を持って持ち上げることは絶対じしないでください。 
落下によりケガの原因じなることがありまず。 



广巧 1 靖 1ド! -^ 

化張給紙ユニット（オプション）を取り付けているプリンクを移動ずる場 
合には、プリンク本体から化張給おユニットを取り外しまず。プリンク本 
体や化張給おユニットは傷がつかないように捆包してから運搬して < だ 
さい。移転など、プリンクを長距離移動ずる可能性がある場合は、捆包が 
を保管してお < と便利でず。 

V_ J 


%DDDDDDD 


プリンタを設置していた机を変えたり、隣の部屋に移動させたりずる場合は、 W 下の手順に従つ 
てください。 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

プリンタの電源スイ、ソチを「〇」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプリ 


ンタの電源コードコネククから抜きまず。 



© 


□ □□□□回 

パラレルケーブルまたは USB ケーブルを外しまず。また、 LAN ケーブルが接続されてい 


る場合、 LAN ケーブルを外しまず。 
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第 4 章日常の操作 


© 


□□□□□回 

用紙を給紙トレイまたは給紙カセットから取り化し、紙などに包みまず。給紙トレイと排 


紙トレイは閉じまず。 

r ： 参-頃 用紙の保管じついては、「第6章用紙について」（125ページ）参照 



广巧 I ィ I ド i -\ 

用紙の入っている給紙カセツトは重いので、を意してプリンクから抜いて 
ください。 

r ： 参-嗯 「用紙のセツト」 （46 ページ）参照 

V_ J 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

プリンタ内部からプ□セスカートリツ 


ジを取り外し、上部カバーを閉めまず。 


Cpm 「プ□セスカートリツジの交換」 
(94 ページ）参照 


園■國 


プ□セスカートリッジを取りがけたまま運 
搬ずると、トナーでプリンク内部がミちれる 
ことがありまず。あず取り外してください。 
取り外したプ□セスカートリッジを振らな 
いでください。トナーがこぼれることがあ 
りまず。 

取り外したプ□セスカートリッジは、強い 
化に当てないように、ビニール袋に入れる 
せ、 厚い布などじ包んで<ださい。 
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r ： 参照 設置し直ずときの手順について 
は、「第2章プリンタ本体の設 
置」巧5ページ）参照 


DDDDDDDDD 

給紙カセットを抜いた状態で、プリンタ 
を2人 W 上で持ち、静かに移動しまず。 


D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 
D D 

















第 4 章日常の操作 


%DDDDDDDD 


プリンタを運搬ずるときは、取り付けてある付属品などをクトし、もう一度捆包ずるあ要がありま 
ず。 W 下の手順に従って < ださい。 


〇 


DDDDDDDD 


「あくじ移動ずる」の手順 〇〜 0(103 ぺージ）参照 

□ □□回 

下図のように捆包して、運搬してください。 

精密機械でずから、運搬ずるときは t (下の点じを意して、ていねいじ取り扱ってください。 

'捆包時は、製品購入時に使用していた捆包がで捆包して<ださい。 

'プ□セスカートリツジはあずプリンクサ6取り化してください。取り化したプ□セス 
カートリツジはビニール袋等に入れて運搬してください。 


C»m 「プ□セスカートリッジの取り扱いと保管」 （98 ページ）参照 
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第己章オペレータパネルの操作 


DDDDDDDD 


オペレータパネルじは、操作にを要なスイ、ソチ、表示ランプ、およびあ晶ディスプレイがありま 
ず。ここでは、オペレータパネルの機能を説明しまず。 



① 

② 

③ 


⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 


④ 


⑨ 


⑩ 


① 

あ晶ディスプレイ 

プリンタの状態を巧らせるメ、ソセージや設定項目などを表示し 
まず。 （1 行16文字の2段に表示されまず。） 

② 

リンクランプ 

ネットワークと接続されている状態かどうかを巧らせまず。 

点な 

ネットワークと接続されていることを示しまず。 

消な 

ネットワークと接続されていないことを示しまず。 

③ 

メッセージランプ 

印刷できない状態であることを巧6せまず。 

点な 

エラーが発生し、 EP 刷できない状態でず。 

消な 

印刷できる状態でず。 

④ 

▲ ▼◄►スイ、ソチ 

メニューモードのときじ、設定項目および設定値の選択じ使用 
しまず。 

⑥ 

データランプ 

印刷データの受信状態を次のように巧らせまず。 

点な 

プリンタ内にデータが残つている場合でず。 

点滅 

デークをパソコンか6受信中でず。 

消な 

デークがない状態でず。 

⑧ 

オンラインランプ 

プリンタが印刷できる状態かどうかを次のように巧らせまず。 

点な 

印刷できる状態、または EP 刷中でず。 

消な 

EP 刷できない状態でず。 

⑦ 

メニュースイ、ソチ 

プリンクをメニューモードにしまず。メニューモードでは、プ 
リンクに関ずる各種の設をを行いまず。メニューモードを終了 
ずるときにも使用しまず。 

⑧ 

オンラインスイ、ソチ 

オンライン状態とオフライン状態を切り替えまず。 

⑨ 

リセ、ソトスイ、ソチ 

プリンク内に残っているホ印刷デークを消去しまず。 

⑩ 

設定スイ、ソチ 

メニューモードのときに、違択した値を有》力にしまず。また、 
印刷中止のお認など、プリンタが一時停止している印刷を続行 
しまず。 


r ： 参照 「メニュー」「▲」「▼」「ィ」「►」の各スイッチじついては、 

「オペレータパネルからの設走（メニューモード）」り12ページ）参照 
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第目章オペレータパネルの操作 


DDDDDDDDDDDDD 


液晶ディスプレイは、プリンクの設定状態や、エラーが発生したときの内容などを表示ずるもの 
でず。1行16文字で2段に表示されまず。 

エラーが発生ずると「メッセージ」ランプが点なし、あ晶ディスプレイにエラーメッセージを表 


巧しまず。 


广巧 I ィ I ド! -\ 

エラーメッセージの表示内容と対処ち法じついては、「第7章こんなと 
きには」の「オペレークパネルのエラーメッセージ」 (150 ページ）を参 
照してください。 

_ J 




DDDDDDDDDD 


プリンタの電源を入れると、プリンクが動作ずるためにあ要な診断が行われまず。診断が終わり、 
プリンクを使用できるようじなると、あ晶ディスプレイじ「オンライン」と表示されまず。 


r ： 参照 「プリンクの動作とオペレータパネルの表示のお認」 （45 ページ) 
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第已章オペレークパネルの操作 



□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 


印刷可能状態のときにあ晶ディスプレイじ表示される内容について説 S 月しまず。 


，プリンタ状態 

♦イン タフ！ース 状態 

参動作モードの設を 

J _, J _ I 


オンライン 

パ ラレル EP 

トナーロー 

1 -A 4 


1警告情報 



給紙口/用紙サイズ 


□ □ 

D D D D 

□ □ □ 

プリンク状態 

プリンタの状態を表示しまず。 

オンライン 

オンライン状態または巧刷データを受信中 
でず。 

オフライン 

オフライン状態でず。 

インサシチュウ 

印刷を行っていまず。 

ジュンビ 

ウォームアップ中、またはクールダウン中 
け）でず。 

セツデン 

パワーセーブ中でず。 

インクフェース状態 

デークを受信したポート: 

犬態を表示しまず。 

八ラレル 

パラレルポート経由でパソコンと通信していまず。 

LAN 

LAN ポート経由でパソコンと通信していまず。 

USB 

USB ポート経由でパソコンと通信していまず。 

動作モードの設を 

プリンクの1 
P 」 の場合1; 
動で切り替<^ 

i 占作モードを表示しまず。エミュレーシヨン設走が 「 ESC / 

夫 、 Printia XL ドライバか6の印刷時、動作モードを自 
をまず。（初期値はエミュレーシヨン設を「解除」） 

E P 

ESC / P モード 

H X 

HEX ダンプ EP 刷モード 

表示なし 

Printia XL ドライバの巧刷動作中 

MW 

Printia XL ドライバを使用した部単位巧刷 
時のメモリ書き化み中 

MR 

Printia XL ドライバを使用した部単位印刷 
時のメモリ読み化し中 


* :大量の連続印刷中や、異なる用紙設をに切り替えて印刷ずる場合に、を着器の過熱を防ぐた 
めに自動的にをやしていまず。 
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第目章オペレータパネルの操作 


□ □ 

□ □回 

□ □ □ 

警告情報 

警告情報を表示します。 

表71^なし 

警告なし 

カセツトカクニン n 

カセツトなし状態 

サイズカクニン n 

カセツトサイズエラー状態 

トナー 

トナーの残りが少な < なつた状態 

トナーホ 

トナーが残り少なくなつた時で、かつ純正 
品 W 外のプ□セスカートリツジを使用して 
いる状態 

ホシユ 

定着器の交換時期 

トナーコウカン 

純正品 W 外のトナー横化 

給お □/ 用紙サイブ 

EP 刷中の給お□と用紙サイブを表示しまず。 

齡お □】 

1 

給おカセット1から、給お、印刷中でず。 

2 

給おカセット2から、給お、印刷中でず。 

3 

給おカセット3か6、給お、印刷中でず。 

M - 

給紙トレイ（オペレータパネルで設走）か 
ら、給お、印刷中でず。 


給紙トレイ（給紙トレイ用紙サイブスイッ 
チで設定）から給紙、 EP 刷中でず。 

【用紙サイズ】 

A 3 

A 3 用紙を給お、 EP 刷中でず。 

B 4 

B 4 用紙を給お、 EP 刷中でず。 

A 4 

A 4 用紙を給お、 EP 刷中でず。 

B 5 

B 5 用紙を給お、 EP 刷中でず。 

A 己 

A 己用紙を給お、 EP 刷中でず。 

LGL 

リーガル用紙を給お、 EP 刷中でず。 

LTR 

レクー用紙を給お、印刷中でず。 

八ガキ 

官製はがきを給紙、印刷中でず。 

フ テイ 

ユーザ定義サイズの用紙を給紙、巧刷中で 
ず。 

フ テイ L 

長尺おを給お、 EP 刷中でず。 
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第己章オペレータパネルの操作 


□ □□日日日日日日日日日日日日日日日日□回 


プリンタの設定を変えたり、設走内容をお認したりずるときの操作ち法じついて説明しまず。設 
をの変更やお認は、メニューモードで行いまず。 

r ： 参照 メニューモードで設走:できる項目（レベルおよび設を値）は、 

「メニューモードの項目一覧」（114ページ）参照 



□ □□□回 


メニューモードじ入るときは、「メニュー」スイ、ソチを押しまず。 

メニューモードを終了させるには、「メニュー」スイ、ソチまたは「オンライン」スイ、ソチを押しまず。 



メニューモードでは、目的の設定値を上位のレベルから順に選んで表示し、設定しまず。設定値 
までのレベルのミ梁さは項目じよって異なりまず。 


广巧 1 部 1 M - N 

プリンタがオフライン状態、オンライン状態のいずれの場合も、「メ 
ニュー」スイ、ソチを押せばメニューモードに移行しまず。ただし、印刷の 
途中（デークランプ点好中）は、メニューモードに入ることはできません。 
電源を入れてか6しば6く経っている場合、オペレータパネルに「セツデ 
ン」と表示されることがありまずが、メニューモードに入れまず。 

V_ J 
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第己章オペレークパネルの操作 


1 P アト'' レス 

▲ 

り 9 2. 16 8, 0’ 

10 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

設定が有タカじなりまず。 

•□□□□□□□□□ 

プリンタは、 「 IP アドレス設定」および 「 LAN 設走」内の設走値を変更し、「メニュー. 
または「オンライン」スイ、ソチでメニューモードを終了した場合にリセットされまず。 

• □□□□□ ( □ □ □ □ )□□□ 

「テスト印刷」の連続印刷は、「リセット」スイ、ソチを押ずと終了しまず。 


メニューモードでは、次のスイ、ソチを使用しまず。 


または「 ► 」スイ、ソチ 


同じレベルで項目を切り替えまず。設定ずる値を変えたい 
ときにも使用しまず。 


または「▲」 スイ、ソチ 


下のレベルまたは上のレベルに移動しまず。 


「設を」スイ、ソチ 


表示された值じ設をずるときや、 メニュー EP 刷、テスト印 
刷を行うときに押しまず。 



「►」 

— ► 

4 — 


「►」 

— ► 

4 — 


メニユ - 

►LAN セツテイ ▼ 

メニュ — 

►メニューインサツ ▼ 

メニユ — 

► 1 P アドレスセッティ ▼ 

「◄」 

「▼」 U 「▲」 

「◄」 


メニユーインサツ 
セ 7 テイノインサツ J 


i r 誌疋」 


セ 7 テイノインサツ 
インサツチュウ 


• □□□□□□□□□□□□□ 

「◄」「►」スイッチを力ーソルの移動に使用している場合、値の設をには「▼」「▲」スイ、ソチ; 
使用しまず。 

IP アドレスの設ををじ(下に示しまず。 


Od ►D D D D 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

i 「►」「◄」 


I P アト’レス 
* 0 . 0 . 0 . 


田□□皿▼田□□回 

‘「▲」「▼」 


DDDDDDDDDD 


I P アト'' レス 


を 




D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 
□ □ 


チ 

ソ 


ス 


離 


0 
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第已章オペレークパネルの操作 


%□□□□□□□□□□□□ 


メニューモードで設をできる項目の一覧を次の表に示しまず。設定値および範囲の値の前の「*」 
は、工場化荷時に登録される初期値を示しまず。 


r ： 参照 を項目の設をち法については「オペレークパネルからの設を（メニューモード）」(112 
ページ）参照 


□ □ □ 1 

□ □ □ 2 

□ □ □ 3 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ □ 

メニュー 

印刷 

設定の巧刷 




現在のプリンタの設定内容を巧刷しま 
ず。 

IP アドレス設 
定 CM ) 

DHCP 
自動取得 


ホ 

設定 

IP アドレス、サブネットマスク 、け一 
トウエイを DHCP じより自動取得しま 
ず。 





解除 

IP アドレス、サブネットマスク 、け一 
トウエイを DHCP じより自動取得しま 
せん。 


IP アドレス 
(*の 

XXX . XXX . 

XXX.XXX 




IP アドレスを設をしまず。 


サブネット 
マスク (-2) 

XXX . XXX . 

XXX.XXX 




サブネットマスクを設走しまず。 


ゲートウェ 
イ C で） 

XXX . XXX . 

XXX.XXX 




ゲートウエイを設定しまず。 

LAN 設定 

MAC 

アドレス 




MAC アドレスを表示しまず。 


Ethernet 

タイプ 


ホ 

自動 

自動お化して動作しまず。 




100 Mbps 
Full 

100 Mbps ( Full ) で動作しまず。 





100 Mbps 
Half 

100 Mbps ( Half ) で動作しまず。 





10 Mbps 

10 Mbps で動作しまず。 


TCP/IP 

プロトコル 


ホ 

有タカ 

TCP/IP を有タカにしまず。 




無タカ 

TCP/IP をおタカにしまず。 


ポート番号 
(*1) 

巧刷 

ポート番号 


9313 

巧刷を行うときに使用ずるポート番号 
設をしまず。 

[1 〜 65535] 



検索 

ポート番号 


9313 

ネットワーク内のプリンタを検索ずる 
ときに使用ずるポート番号を設定しま 
ず。 

[1 〜6553引 
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第目章オペレータパネルの操作 


□ □ □ 1 

□ □ □ 2 

□ □ □ 3 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ □ 

ポート設定 

八ラレル 

ポート 

言受ぉ 

双方向 
モード 

ホ 

言曼ぉ 

双ち向インクフェースを有タカにしまず。 


解除 

双ち向インクフェースを無タカにしまず。 

INIT 受信 

ホ 

有タカ 

INIT 信号を受信したときの初期化動作 
を有タカじしまず。 


お巧 

INIT 信号を受信したときの初期化動作 
を無タカじしまず。 

タイムアウト 

時間 


30秒 

一定時間印刷しなかった場合に、他の 
ポートからの印刷を可能にずるときの 
タイムアウト時闇を設定します。 

[10 〜3600秒]10秒単位 

USB ポート 
言受ぉ 

双ち向 
モード 

ホ 

設定 

双ち向インタフェースを有巧じしまず。 


解除 

双ち向インクフェースを巧タカにしまず。 

タイム 
アウト時闇 


30秒 

一定時間巧刷しなかった場合に、他の 
ポートからの印刷を可能にずるときの 
タイムアウト時間を設定しまず。 

[10 〜3600秒]10秒単位 

王四几申 

城現己又た 

パワーセー 
ブ時間 


ホ 

1分 

1分 


15分 

15分 


30分 

30分 


60分 

60分 

ブザー 


ホ 

設定 

エラー時にブザーを鳴動させまず。 


解除 

エラー時にブザーを鳴動させません。 

タッチ音 


ホ 

設を 

スイ、ソチを押したときに、タッチ音を鳴 
らしまず。 


解除 

スイ、ソチを押したときに、タッチ音を鳴 
らしません。 

Ep 字濃度調 



8 

巧字濃度を設定しまず。 

[0 〜1 5] 1単位 

エミュレー 
シ ョ ン設定 


ホ 

解除 

プリンタを XL ドライバモードで動作さ 
せまず。 


ESC/P 

プリンタを ESC/P エミユレーシヨン 
モードで動作させまず。 

印刷設定 

給お □ 


ホ 

カセット1 

1段目の給紙カセットから給紙しまず。 


カセット2 
(*3) 

2段目の給おカセット（化張給おユニ、ソ 
卜）から給紙しまず。 


カセット3 
(*3) 

3段目の給おカセット（化張給おユニッ 
卜）から給紙しまず。 


給紙トレイ 

給紙トレイから給おしまず。 
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第己章オペレークパネルの操作 


□ □ □ 1 

□ □ □ 2 

□ □ □ 3 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ □ 

印刷設定 

給紙トレイ 
サイズ 


夺 

A 4 

A 4 サイブに設をしまず。 


B 5 

B 目サイズに設定しまず。 


A 目 

A 目サイズに設定しまず。 


リーガル 

リーガルサイズに設をしまず。 


レクー 

レクーサイズに哉定しまず。 


八ガキ 

はがきサイズに設走しまず。 


不定お 

不をお用紙じ設定しまず。このときの用 
紙サイズは、『不をおサイブ』で設定し 
まず。 


A 3 

A 3 サイズに設定しまず。 


B 4 

B 4 サイズに設走しまず。 

不定お 
サイズ 

不定お雜 


420 mm 

不をお用紙の縱の長さを指定しまず。 
[148〜 420 mm ]1 mm 単位 

不定お横 


297 mm 

不をお用紙の横の長さを指定しまず。 
[100〜 297 mm ]1 mm 単位 

両面巧刷 

(ホ 4) 


味 

解除 

両面印刷を行いません。（片面 EP 刷） 


設定 

両面巧刷を行います。 

印刷ち向 
(巧） 


ホ 

縦 

用紙の短い辺に対して平行に EP 刷しま 
ず。上端/左端の余白は固定でず。 


縱余白 

用紙の短い辺に巧して平行に EP 刷しま 
ず。縱余白設定で設定した余白をイ寸けて 
印刷します。 


横 

用紙の長い辺に巧して平行に印刷しま 
ず。上端/左端の余白は固定でず。 


横余白 

用紙の長い辺に巧して平行に印刷しま 
ず。横余白哉定で哉定した余白/をイ寸け 
て巧刷しまず。 

縮小印刷 
(巧） 


ホ 

100% 

縮かせずに印刷しまず。 


75% 

75%に縮小して巧刷しまず。 


70% 

70%に縮小して巧刷しまず。 


リスト巧刷 
A 4 

ストックフォーム用の印刷デークを7己 
%じ縮んて A 4 用紙に横方向で印刷し 
まず。 


リスト印刷 
B 4 

ストックフォーム用の印刷データを B 4 
用おじ横ち向で印刷しまず。 

コピー 枚数 
(*5) 



1枚 

印刷ずる部数を設定しまず。 [1 〜99枚] 

とじしろ 
方向(*5) 


ホ 

長辺とじ 

長辺側をとじしろとしまず。 



短辺とじ 

短辺側をとじしろとしまず。 
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第目章オペレータパネルの操作 


□ □ □ 1 

□ □ □ 2 

□ □ □ 3 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ □ 

印刷設定 

とじしろ 

モード（ホ 5) 


ホ 

左/上とじ 

左側、または上側をとじまず。 



ち/下とじ 

ち側、または下側をとじまず。 

とじしろ量 
(*5) 

表 


0 mm 

表面のとじしろ量を設定します。 

[〇〜 30 mm ]1 mm 単位 

裏(*5) 


0 mm 

裏面のとじしろ量を設定します。 

[0 〜 30 mm ]1 mm 単位 

スムー ジン 
グ（巧） 


ホ 

設走 

印刷結果を滑らかじしまず。 


解除 

EP 刷結果を滑らかじしません。 

トナーセー 
ブ（巧） 


ホ 

解除 

トナーを節約しません。 


設を 

トナーをを約しまず。 

データなし 
印刷 (-5) 


ホ 

解除 

データのないページを EP 刷しません。 


設定 

デークのないページを EP 刷しまず。 

々イマー監 

視印刷（*5) 


ホ 

解除 

クイマー監視印刷を行いません。 


30秒 

監視時闇を30秒じしまず。 


10秒 

監視時闇を10秒じします。 

EP モード 
設定（*4) 

文字コード 


ホ 

カタカナ 

カクカナコード表 （1 57ページ）を使用 
しまず。 


グラフィック 

拡張グラフィックコード表 （1 目7ページ 
) を使用しまず。 

給紙位置 
(巧） 


ホ 

8.5 mm 

巧刷開始位置を用紙の上辺から 8.5 mm 
に設定しまず。 


22 mm 

印刷開始位置を用紙の上辺から 22 mm 
に設定しまず。 

ちマージン 
位置 


ホ 

用紙幅 

用紙幅に合わせてちマージンを設走し 
まず。ちマージンは、使用ずる用紙サイ 
ズの EP 刷領域のち端まで。 



用紙サイズに関係なく136巧 （13.6 イ 
ンチ）に設定ずる。用紙幅が136巧に 
満たない場合、印刷領域を越えた部分は 
印刷されません。 

ANK 文字 


ホ 

□ -7 ン 

ANK 女字の書体を□ーマンにしまず。 
abcaeT 呂 hi が mnopqrstuvwxyz 


サンセリフ 

ANK 文字の書体をサンセリフにしま 
す。 

abcdeTgh 1 ル 1 mnopqrstuvwxyz 

漢字書体 


ホ 

明朝 

漢字の書体を明朝体にしまず。 

亜哑娃阿哀愛挨始逢葵茜稽悪握渥 


ゴシック 

漢字の書体をゴシック体にしまず。 

亜哑娃阿哀愛挨始逢葵茜穂悪握渥 

CR コード 


ホ 

CR のみ 

CR 動作（復帰のみ）を行いまず。 


CR&LF 

CR 動作（復帰）と LF 動作（改行）を 
行いまず。 
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第己章オペレークパネルの操作 


□ □ □ 1 

□ □ □ 2 

□ □ □ 3 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ □ 

EP モード 
設定（巧） 

縱余白 f 曼定 

縱上端余白 


8.5 mm 

縦 Ep 刷のときの上端余白を設定しまず。 
[給紙位置（*8)〜50.0 mm 〕0.1 mm 単位 

縱左端余白 


5.0 mm 

縦巧刷のときの左側余白を設定しまず。 
[5.0 〜目0.0単位 

横余白 f 曼定 

横上端余白 


8.5 mm 

横巧刷のときの上端余白を設定しまず。 

[ 給紙位置（巧）〜50.0 mm ]0.1 mm 単位 

横左端余白 


5.0 mm 

横巧刷のときの左側余白を設定します。 
[5.0 〜目0.0単位 

印字位置 
調整 

締印字位置 


0.0 mm 

E 口刷時の縱印字位置を設定しまず。 
[-30.0 mm 〜30.0 mm ]0.1 mm 単位 

横印字位置 


0.0 mm 

印刷時の横巧字位置を設定しまず。 
[-30.0 mm 〜30.0 mm ] 0.1 mm 単位 

HEX ダンプ 
印刷（巧） 




設定 

へキサダンプおまで印刷しまず。 

テスト印刷 




ESC / P 印刷 
( M ) 

ESC / P モードで使用ずる文字を、エ 
ミュレーシヨン解像度でテスト印刷し 
まず。 


H 連続 

「 H 」 を連続して EP 刷しまず。 


黒ベタ連続 

巧刷可能領域をずべて黒で望りつぶし 
て連続で印刷しまず。 


白紙連続 

白紙のまま連続で EP 刷しまず。 


格子連続1 

格子を目00 dpi で連続で巧刷しまず。 


格す連続2 

格子を300 dpi で連続で巧刷しまず。 


格す連続3 
(つ） 

格子を1200 dpi で連続で印刷しまず。 

初期化 




設を初期化 

ずべての設を値を工場化荷時の値に戻 
しまず。 


LAN 初期化 

LAN じ関ずる設走値を工場化荷時の値 
に戻しまず。 

保守モード 

印刷枚数 



XXXXX 

ページ 

総印刷枚数を表示しまず。 

メモリ容量 



XXMB 

標準メモリおよび増設メモリの合計の 
メモリ容量を表示しまず。 

ROM 版数 



Ver XX.XX 

プリンタのファームウェアの版数を表 
7 F しまず。 

エンジン 

ROM 版数 



Ver X.XX 

プリンタの八ードウェア制御プ□グラ 
ムの版数を表示しまず。 

エンジン 
ステークス 



STATUS 

xx=xx 

サービス員がメンテナンスのために使 
用ずる装置情報でず。 

NV コード 



xx=xx 

サービス員がメンテナンスのために使 
用ずる装置情報でず。 
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第己章オペレークパネルの操作 


□ □ □ 1 

□ □ □ 2 

□ □ □ 3 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ □ 

保守モード 

カートリツジ 
ステークス 



xx=xx 

サービス員がメンテナンスのためじ使 
用ずる装置情報でず。 

装置ステータ 
ス 



xx=xxxxx 

XXX 

サービス員がメンテナンスのために使 
用ずる装置情報でず。 

LAN ステー 
タス 



a . bbbb.ccc 

c.dd 

LAN の通信状態を表示しまず。 

r ： 参照 「 TCP / IP の動作お認」の 「LAN 
ステータス」 （124 ページ)参照 

主走査ち向 
位置 



0.0 mm 

スキヤンずるち向（横ライン）の位置を 
調整しまず。 

[-3.5 〜 3.5 mm ] 0.5 mm 単位 

副走査ち向 
位置 



0.0 mm 

お送りち向（縱ライン）の位置を調整し 
まず。 

[-3 .己〜 3.5 mm ] 0.5 mm 単位 

ソフト 
スイ、ソチ 

ソフト 
スイ、ソチ 

X-X 

ホ 

OFF 

サービス員がメンテナンスのために使 
用ずる装置情報でず。変更しないで < だ 
さい。 


ON 


*1 : 「 TCP / IP プ□トコル」が「無タカ」のときは、表示されません。 

*2 : 「 DHCP 自動取得」が「設走」のときは、表示されません。 

*3: 化張給紙ユニット（オプション）を取り付けているとき表示しまず。 

*4 :オプションの両面ユニットを搭載しているときのみ表示されまず。 

* 己：「エミュレーション設走」で「解除」を逞択している場合は、表示されません。 

*6 :給お位置が余白の最小値となりまず。 

*7 :プリンタ RAM モジュール- 64 MB (オプション）を取りがけているときに表示されまず。 
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第已章オペレークパネルの操作 


广 7)1 ィ I ド! ->1 

-印刷は、現在設走されている方法で行われまず。 A 4 サイズの用紙を基 
準とし、 A 4 よりかさい用紙がセットされているときは、自動的に縮小 
して印刷しまず。ただし、はがき、 A 5 サイブよりかさい不走お用紙は 
印刷できません。印刷した場合は、「サイブフソク A 4ヲイレテクダ 
サイ」と表示されまずので、他のサイズに変更して再度印刷してくださ 
い。 

-用紙がない場合は「ヨウシナシ」と表示されまずので、用紙を補給し 
て < ださい。 

. 印刷を中止ずる場合は、「リセット」スイッチを押してください。 

- LAN 設をで 「 TCP / IP プ□トコル」を「お如じしたとき、 LAN 設走 
内容は印刷されません。 

また、 エ ミュレーシヨン設をを「無タカ」にしたときは、 エ ミュレーシヨ 
ン設定の内容は表示されません。 

v _ y 


A □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

ここでは、プリンタのオペレークパネルで行える主な機能の設をや操作ち法について説明しまず。 

■ □□□□□□□ 

プリンタおよび LAN ポートの現在の設走内容の一覧を EP 刷しまず。 

設定の一覧は、メニューモードの「システム EP 刷」一「設定の EP 刷」で EP 刷しまず。 

* 言受定!の一覧の例 


パ。化 


一 tn む a 
心 iSEJR 
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第己章オペレークパネルの操作 


■ IPDDDDDDD 

本プリンタじ IP アドレスを設定ずるには、プリンタに直接設走ずる手動設定と、プリンタの電源 
投入時に DHCP サーバから自動的に取得ずる自動取得設定の2つがありまず。ご使用の環境に合 
わせていずれかの方法で設定して<ださい。 

設定は、ネットワークに接続されたパソコンから添付の CD - ROM に収められているソフトウェ 
アを使用して行うこともできまず。ソフトウェアによる設走ちまは『オンラインマニュアル』「ソ 
フトウェア編」を参照してください。 


• □□□□□□□ 

設定は、メニューモードの 「 IP アドレス設走」で、まず 「 DHCP 自動取得」を解除に変更してか 
6、 IP アドレスの設走を行いまず。 

メニューモードで DHCP 自動取得の画面を表示し、々の手順で設走してください。 



〇 


CKPD DDDDDDDD 


「►」または「◄」スイ、ソチを押して「カイジョ」 
と表示させまず。「設を」スイッチを押ずと「*」 
が表示され、値が設定されまず。初期設走は「* 
セツテイ」でず。 


© 


IPD DDDDDDDD 


①「▲」スイ、ソチを押して次の表示にしまず。 


②「►」スイ、ソチを押して 「 IP アドレス」と表 
示し、「▼」スイ、ソチを押しまず。 


③「►」または「◄」スイ、ソチを押して IP アド 
レスを変更ずるブ□ック （ IP アドレス1〜 4) 
を選択して「▲」「▼」スイ、ソチで値を設走 
しまず。 


④をブ□ックずべてを設をしたら「設を」ス 
イッチを押し、力ーソルが*じ移動している 
のをお認しまず。（この操作では、 IP アドレ 
スはまだ反巧されません。） 

サブネットマスク、ゲートウェイアドレスの設定 
を行うときは、「▲」スイ、ソチを押して手順②の 
表示に戻し後「►」「◄」スイ、ソチを押して「サ 
ブネットマスク」「ゲートウェイ」とそれぞれ表 
示された状態で③〜④の操作を巧ってください。 


i 「►」または「イ」 
DHC P シ‘卜‘ウシュトク 
►ホカイシ•ョ ▲ 

i 「設定」 

i 「▲」 


I P アト’レス セツ テイ 
► DHCP シ‘卜‘ウシュトク； 



i 

「►」スイ、ソチ 

1 P アト.' 

レス 

セツ テイ 

► 1 P アト.' 

レス 

▼ 


i 

「▼」 

1 P アト’ 

レス 

▲ 

^ 0. 

0. 

0. 0 


i 

「►」または「◄」 

1 P アト‘ 

レス 


1 92. 

0. 

0. 0 


i 

「設を」 

1 P アト’ 

レス 

▲ 

查19 2. 1 

6 8. 

0. 10 


《 IP アドレスは設を例です。 
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第己章オペレータパネルの操作 


© 


□ □□□□回 


設定が終わったら「メニュー」スイッチを押し、プリンクじ設走値を反巧させまず。 


設定值反巧後、プリンクが再起動しオンライン状態に戻りまず。 


• CKPD □□□□□□□□□ 

DHCP サーバとプリンクをネットワークじ接続し、プリンタの電源を投入してください。プリン 
クの起動時に IP アドレスを DHCP サーバから取得しまず。 

广の 1 が 1 KI -\ 

- DHCP により TCP / IP 構成情報を自動的に取得ずる場合は、本プリン 
夕の電源を再投入しても同じ IP アドレスを取得できるように DHCP 
サーバにクライアントの予約を行ってください。予約のときにを要とな 
るプリンタの MAC アドレスについては、メニューモードの「初期設定」 

一 「 LAN 設定」一 「 MAC アドレス」を参照、または設定の一覧を印刷 
してください。 

- DHCP じよる自動取得の場合、 IP アドレスの取得までじかかる時圍は 
ネットワーク環境じよって異なりまず。 

取得した IP アドレスは、設走の一覧でお認ずることができまず。 

- IP アドレスが取得できなかった場合や、表示された IP アドレスが W 前 
手動設定した値の場合は、メニューモードの 「 IP アドレス設走」一 
「 DHCP 自動取得」（「•手動設定の場合」の手順 0 〜 0 参照）が 
「*セッテイ」になっているかお認しまず。「*カイジョ」の場合は、 

「*セッテイ」に変更してください。（初期値は「*セッテイ」でず。） 

設定変更後、メニューモードを抜けるとプリンクが再起動し、 IP アド 
レスの取得を行いまず。 

v _ J 
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第目章オペレータパネルの操作 


%TCP/ipn □ □ □ □ 

TCP / IP が正常に動作しているかの確認は、メニューモードの「メニュー巧刷」一「設定の印刷」 
を行い、「ネットワーク基本情報」の 「 TCP / IP 動作状態」および 「 LAN ステータス」を確認し 
てください。 



巧む W が 


I (: 1»/ I 〇せ 
W 1 K リポートさサ 
ゃミ。だ 一 J - A を 



• TCP / IP □日 □□ 


□ □ □ 

□ □ □ □ □ 

0 

TCP / IP は正常に動作しています。 

1 

IP アドレス、またはサブネットマスクの設定に誤りがありまず。設 
を内容が正しいかお認してください。 

2 

DHCP により TCP / IP 構成情報を取得中でず。 

3 

DHCP じよる TCP / IP 構成情報の取得要求がクイムアウトしまし 
た。 

LAN ケーブルが正しく接続されているか、または DHCP サーバの 
電源が投入されているかお認してください。 

4 

DHCP による TCP / IP 構成情報のリース更新が拒否されました。 
いったん電源を切断し、再び投入してください。 

5 

DHCP による TCP / IP 構成情報のリース更新要求がタイムアウト 
しキし す- 

LAN ケーブルが正しく接続されているか、または DHCP サーバの 
電源が投入されてし''るか確旨忍してく ださい。 

6 

DHCP で自動取得した IP アドレスが他のホストで使用されていま 
ず。他のホストの設定をお認し、重複していないかお認のうえ、電 
源を巧投入してください。 

9 

その他不明の状態でず。 

考えられる主な原因に、ゲートウェイの設をに誤りがある可能性 
がありまず。 
























第已章オペレークパネルの操作 


• u^u □ □ □ □ 

LAN の接続状態を「 a . bbbb . cccc . dd 」 のおまで表示しまず。各部の意巧は次の通 
りでず。 

a :ネットワークに接続されているかを表示しまず。 

L 一 1:ネットワークに接続されていまず。 

0 :ネツトワークじ接続されていません。 LAN ケーブルが正しく接続されているかお 
認してください。 


bbbb ： プリンクのデータ転送能力を表示しまず。 


III L - ioBase-T Half 

1 :有巧/ 0 :お巧 

II ' —— 10 Base-T Full 

1:有巧/0:お巧 

1 ' - 100 Base-TX Half 

1:有タカ/0 :おタカ 

1 - 100 Base-TX Full 

1:有》力/ 0 :おタカ 

※メニューモードの 「 LAN 設走」 

- 「 Ethernet クイプ」で設をを変更できまず。 

cccc ： 八ブなどのプリンクの接続先のデーク転を能力を表示しまず。 

III L - ioBase-T Half 

1:有タカ/0 :おタカ 

II ' —— 10 Base-T Full 

1:有タカ/0 :おタカ 

1 ' - 100 Base-TX Half 

1:有タカ/0 :おタカ 

1 - 100 Base-TX Full 

1:有タカ/ 0 :巧タカ 


※八ブじよっては「0000」と表示される場合がありまず。このときは、八ブの取扱説明書で転を 
能力をお認してください。 

d d :現在プリンクがどの転送违度で接続しているかを表示しまず。 

I L- 1 :100 Mbps /〇 : 10 Mbps 
' ——1: Full /0 : Half 
《 a が0のときは、「—」と表示されまず。 
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使用できる用紙 . 126 
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使用できない用紙 . 131 

本プリンタで使用できない用紙 . 131 

両面印刷で使用できない用紙 . 132 

給紙カセツトで使用できない用紙 . 132 

用紙の保管上のごを意 . 133 



D 

D 

D 

D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 
D D 

□ D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
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第 6 章用紙じついて 


□ □□□□回 


本製品で使用できる用紙じついて、給おち法、用紙サイズ、および用紙の種類ごとに説明しまず。 



給お方法と用紙サイブの関係を次の表に示しまず。 


D D D D 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ 

□ □□□回 

給紙カセット 

普通紙/再生紙 

A 3 タテ 

60〜 90 g / m 2 

お250枚 

( 重量 64 g / m 2 の用紙 
の場合） 

臣4タテ 

A 4 3 つ 

臣己3つ 

A 己3つ 

リーガルタテ 

レター3コ 

給おトレイ 

普通お/再生紙 

A 3 タテ、 B 4 タテ、 
A 4 3ユ B 目3ユ 

A 己ヨコ、リーガル 
夕了、レターヨコ、 

不をお（幅100〜 
297 mm x 長さ148 
〜 420 mm ) 

60〜 90 g / m 2 

お200枚 

( 重量 64 g / m 2 の用紙 
の場合） 

厚紙 

91〜135呂 / m 2 

お75枚 

長尺紙 

幅297個鼠 X 
長さ420.1〜 900 nim 

60〜 135 g / m ^ 

一枚ずつ手でセット 

官製はがき 

八ガキヨコ 

190呂 / m 2 

お75枚 

OHP フイルム 

A 4 3 つ 

- 

約75枚 

ラベル紙 

A 4 3 つ 

60〜135客/ m 2 

お75枚 

拡張給紙 

ユニット 

〔オプション） 
〔 A 3/250 枚） 

普通紙/再生紙 

A 3 タテ 

60〜 90 g / m 2 

お250枚 

( 重量 64 g / m 2 の用紙 
の場合） 

B 4 タテ 

A 4 3 つ 

A 己3つ 

A 己3つ 

リーガルタテ 

レクーヨコ 

拡張給紙 

ユニット 

(オプション） 
( A 4 / 500枚） 

普通紙/再生紙 

A 4 3 つ 

60〜 90 g / m 2 

約500枚 

( 重量64旨/ m 2 の用紙 
の場合） 
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第 6 章用紙じついて 


國圖画 


用紙を大量にお買いホめになる前に、サンプル用紙でためし印刷し 
て、支障がないことをお認ずることをお勧めしまず。 

はがきは、官製はがきを使用してください。あらかじめ印刷されたは 
がきや反りのあるはがきを使用ずると、走行不良が発生ずることがあ 
りまず。 

官製はがき、厚紙（重量91呂 / m 2 〜135呂 / m 2 )、 OHP フィルム、ラ 
ベルお、不定お用紙、長尺おは、給おカセットか6は印刷できませ 
ん。給紙トレイサら印刷してください。 

プリンクドライバおよびオペレータノ X ネルで設走した用紙のサイズ 
と、実際に使用ずる用紙のサイズは、あず一致させてください。 
異なるサイブの用紙に印刷した場合、プリンクがが障ずるおそれがあ 
りまず。 

不定お用おおよび長尺おに印刷ずる場合は、プリンクドライバの用紙 
サイズ設定を、それぞれ「ユーザ走義サイブ」「長尺お」じして<だ 
さい。印刷ずる用紙とプリンクドライバで設走した用紙サイブが異 
なっていると、装置が巧障ずるおそれがありまず。 

幅が 297 mm ホ滿の長尺紙は給対に使用しないで<ださい。プリンク 
が故障ずるおそれがありまず。 

再生おをご使用される場合は、 W 下の点じごを意頂きまずようお願い 
いたしまず。 

-湿度が高い環境では用紙が吸湿ずるため、印刷時におづまりやし 
わ、巧れ、印字乱れ等が発生ずる場合がありまず。このような環境 
でご使用される場合は、包装紙から必要な分だけ用紙を取り化して 
ご巧用/ドさい。 

-また、夜園/休日等のプリンク停止時は、給おカセット/給おトレ 
イじ用紙を放置しないでください。プリンクから用紙を取り化して 
包装おじ戻し、密閉して保管してください。 

-「古紙100%再生お」は銘柄じよって吸湿の傾向が異なりまず。特 
に、夏場の空調が入らないような高温 • 高湿環境でご使用になる場 
合は、事前に同様の環境で十分なお認を行っていただいたうえで、 
銘柄を選をしてください。 



D D 


本製品では、 PPC 用おおよび普通おを使用ずることができまず。しかし、一般の市販品じは本製 
品に適さないものもありまず。できるだけサプライ用紙をご使用ください。また、再生おはを件 
じよってしわやおれ等が発生ずる場合がありまず。 

r ： 赛照 サプライ用紙の詳細は、「サプライ品一覧」（164ページ）参照 

r ： 参照 しわやホれ等の発生については、「使用できない用紙」(131ページ）参照 
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第 6 章用紙について 




カラーおの着色顔料やプレプリント用のインクは、耐熱性で190ででも変質せず、紙質は普通お 
と同等のものをご使用ください。プレプリント用紙に耐熱性のほいインクを使用した場合やイン 
クが乾いていない状態で用紙を使用した場合、インクが本製品の走着器、感光ドラムおよび□一 
ラなどじ付着し、 EP 字品質の低下、ジャム、装置破損の原因となりまず。 

また、インクやお粉の影響により、用紙搬送/印刷/定着に関係ずる部品が巧損/変質/磨耗ず 
る場合がありまず。を期的な清掃まはた交換をお願いしまず。 


國圖國 

-金属混入インク、導電性インク、コールドセットインク、ラバーべ一 
スインクで印刷された用紙は絕巧に使用しないでください。 

-印刷枠を設ける場合、次の印刷位置のバラツキを十分考慮に入れて設 
計してください。 

-位置精度 A 4 サイズで± 2 mm 程を 
-用紙のおき 100 mm 当たり± 1 mm 程を 
-画像の伸縮100 mm 当たり±1 mm 程を 



縱や横に長いデーク （900 mm の長さまで）を印刷ずることができまず。印刷は Printia XL ド 
ライバのみ使用可能でず。 

長尺おは、サプライ用紙をご使用<ださい。サプライ用紙 W 外を使用した場合は、しわ、印刷 
ずれ、定着不良、およびミちれが発生ずることがありまず。 
r ： 参照 サプライ用紙の詳細は、「サプライ品一覧」 （164 ページ）参照 

長尺おの全領域（全長）に EP 刷ずると、印刷内容の下端（用紙方向：縦の場合）、または左端 
(用紙ち向：横の場合）が欠けることがありまず。その場合は、下端（用紙ち向：縱の場合）、 
または左端（用紙ち向：横の場合）余白を増やして EP 刷してください。 
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第 6 章用紙じついて 


國圓圏 


-幅が 297 mm ホ滿の長尺舰ま絶対に使用しないでください。プリンタ 
が故障ずる恐れがありまず。 

. アプリケーションソフトじよっては長尺おじ印刷できない場合があ 
りまず。 

-長尺おじ印刷ずる場合は、下端（用紙ち向：縱の場合）、または左端 
〔用紙ち向：横の場合）余白を十分に （10 mm W 上）とって印刷して 
ください。全領域（全長）に印刷ずると、下端または左端が欠けるこ 
とがありまず。 

-用紙サイズスイッチは「パネルで設走」に合わせてください。 

-長尺紙は、1枚ずつセットしてください。 

-長尺紙をセットずるときは、次の図のように手で支えてください。 



印刷が始まったら、長尺おにが理な力を加えないで<ださい。紙づま 
りの原因になりまず。また、排お□から化てくる長尺紙は次の図のよ 
うじ手で支えてください。 
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第 6 章用紙について 


%D D D D D 


はがきじ印刷ずるときは、文章面^巧を面の順に片面ずつ印刷して<ださい。（両面 EP 刷機能に 
は、対応していません。） 

宛を面^文章面の順で印刷ずると、はがきの反りの影響できれいに EP 刷できないことがありまず。 
反りがあるときは上向きに約 2 mm W 内の反りじなるように修正してから印刷してください。 


1 -2-3 



力 


ル 

除 

ぎ 



3 


官製はがきをセットずるときは、次の点に留意してください。 
. 印刷面を上じしてセットしてください。 

-給紙トレイに横長ち向にセットしてください。 



ご使用じなるアプリケーションソフトの設走内容と EP 刷ち向に合わせて官製はがきをセットし 
てください。試し EP 刷で方向を巧認されることをお勧めしまず。 


\ctPU □ □ □ 


を着時の熱（約190で）で溶けたり、変質したりしないものをご使用ください。 


D D D 


ツルツルした台紙面が表面にな<、台紙全体がラベルで覆われているレーザプリンタ用のものを 
ご使用ください。また、粘着剤が走着時の熱（約190で）で溶けたり変質したりしないものをご 
使用 < ださい。 


圏圖國 

OHP フィルムやラベル紙をご使用になるときは、レーザプリンタ用の 
ものをお買いホめください。市販のものの中には本製品に適さないも 
のがありまずので、ためし印刷などでお認したうえでご使用ください。 


130 





















第 6 章用紙じついて 


DDDDDDDD 


W 下の用紙は本製品では使用できません。 


%□□□□□□□□□□□□□□ 


W 下に挙げる用紙は、紙づまりを起こしたり、プリンク本体の故障の原因となったり、またはき 
れいに EP 刷できなかったりしまずので、使用しないで<ださい。 

-厚ずぎる用紙や、薄ずぎる用紙 
-湿っている用紙や、濡れている用紙 
-一度印刷された用紙 

-おり合わせた用紙や、糊などがついている用紙 
-反り、しわ、おり目のある用紙や、破れている用紙 
-カールしている用紙 
-静電気で密着している用紙 

-長ちお W 外の用紙や、バインダー用の巧またはミシン目のある用紙 

-表面を加工、または特殊なコーティングをおこなった用紙（感熱紙、カーボン紙、メールシー 
ル紙など） 

-オフセット EP 刷用の用おや酸性紙（中性紙をご使用<ださい） 

-用紙の全面または大部分じあらかじめ EP 刷されている、プレプリント用紙 
-インクに導電が料（金属、カーボンなど）を使用したり、190での熱でガスが発生ずるインク 
を使用したプレプリント用紙 
-190での熱で溶けたり、変質ずる用紙 
-ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 
-ざらおや繊維質のをい用紙など、表面がなめらかでない用紙 
-裁断部のバリが大きい用紙 
-お粉のをい用紙 

. カラーぺージプリンク用の OHP フィルム、長尺紙 

-台紙全体がラベルで覆われてな<、かつレーザプリンク用 W 外のラベル用紙 



X 使用できません 



〇使用できまず 



全面ラベル紙 
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第 6 章用紙について 




li (下の用紙は両面 EP 刷では使用できません。 

官製はがき、厚紙（重量91呂 / m 2 〜135呂 / m 2 )、 OHP フィルム、ラベル紙、不をお用紙長尺お 


>□□□□□□□□□□□□□□□ 


W 下の用紙は、プリンク給紙カセツトでは使用できません。 

官製はがき、厚紙（重量91呂 / m 2 〜135呂 / m 2 )、 OHP フィルム、ラベル紙不走お用紙長尺お 


國圖國 

-不をお用おおよび長尺おに印刷ずる場合は、プリンタドライバの用紙 
サイズ設定を、それぞれ「ユーザ走義サイズ」「長尺紙」じしてくだ 
さい。設をした用紙のサイズと、実際に使用ずる用紙のサイズは、あ 
ず一致させてください。異なるサイズの用おじ印刷した場合、プリン 
夕が故障ずる恐れがありまず。 

-プリンタドライバおよびオペレークパネルで設をした用紙のサイズ 
は、をず一致させてください。異なるサイズの用紙に EP 刷した場合、 
プリンクが故障ずる恐れがありまず。 
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DDDDDDDDDD 


用紙は水分を吸収しやずい特性を持っているため、非常に変化しやずいものでず。製造を件を厳 
重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪いと品質が損なわれ、 EP 刷品質やおをりなどに悪 
い影響を与えまず。 W 下に示ず保管上のを意事項を守って、最良の状態に保って<ださい。 
用紙は次のような場所に保管してください。 

-暗<、湿気の少ない平らな書棚の中のような場所 
-平らなパレットの上 
■ 温度20で、湿度 50 %RH の環境 

次のような場所は避けてください。 

-床の上に直接置< 

-直射日光の当たる場所 
-外壁の内側のお< 

-段差や、巧がりのある場所 
-静電気が発生ずるところ 

-過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ 
-複写機、空調機、ヒーク、ダクトのそば 

次のような状態で保管して < ださい。 

-開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあったおに包む 
-長期園プリンクを使用しないときは、給おカセットや給おトレイサ6用紙を抜き取り、包装し 
てあったおじ包む 

广の ■聲■ド! - N | 

長期圍放置した用紙を使用した場合、うま< EP 刷できないことがありま 
ず。 

_ _ / 
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第 7 章こんなときじは 


DDDDDDDDDD 


紙づまりが発生ずるとメッセージランプが点なし、あ晶ディスプレイに『カミツ'' マリ』『カミヲ 
トリノソ‘ イ子ウダ サイ』と表示されまず。このとき、ずべてのスイ、ソチが巧巧になりまず。 

次の要領でつまった用紙を取り除いてください。 

つまった用紙をずべて取り除き上部カバーを閉じると、オンライン状態になり、おづまりが発生 
したページから印刷を再開しまず。 


用紙搬送部 一 

= 

け 

la 

r-i 〜 ■■■' 吐 ^^ 

'一り 





11| 





用紙給紙部 一 



- ml 


广 ~1 



圏圖國 

•つまった用紙を取り除いて上部カバーを閉じてもメッセージが消え 
ないときは、用紙がまだ残っていまず。再度点横して、つまった用紙 
を完全に取り除いてください。 

-おづまりが発生したら、あず一度、上部カバーを開閉してください。 

-用紙は破れないようゆっくりと取り除いてください。 


A ミ主意 


けがつまった用紙を取り除いたり故障処置を行ったりずる 
ときは、々の点じを意してください。 

•ネックレスやネククイなどがプリンク内部に巻き& 
まれないようじを意してください。ケガの原因となる 
ことがありまず。 

•プリンクの突起部分などに触れないようじを意して 
ください。ケガの原因となることがありまず。 

义災つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片 
が残6ないようずベて取り除いてください。紙片が 
残ったまま になっ ていると义炎などの原因となること 
がありまず。 

なお、定着器や□ーラ部に用紙が巻き付いているとき 
じは無理に取らないで、「八ードウエア修理ち談セン 
ター」 （167 ページ）にご連絡ください。 
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第 7 章こんなときには 


■ □□□□□□□□□□ 

紙づまりには次のような原因が考えられまず。紙づまりを防ぐために、 W 下のことにごを意くだ 
さい。 

-プリンタを水平に設置ずる 
-適切な用紙を使用ずる 

-給紙カセットや給紙トレイに用紙を正しくセットする 
-カールしていない用紙を使用ずる 
-給紙カセットを奥に奕きあたるまで押し化む 




つまった用紙の取り除きかたを、給紙部と用紙搬を部それぞれじついて説明しまず。 


■ □□□□□□□□□□□□□□□回 

給お部でつまった用紙は、々の手順に従って取り除いて<ださい。 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

給おカセツトから給おしていた場合は、 
©に 進みまず。 



© 


□ □□□□回（□□□□□回 

□ □□ )□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDD 
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© 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 

オプションの化張給おユニットを使用 


している場合は、それぞれの給紙カセツ 


卜を抜きまず。 



〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDD 


© 


DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDD 
D D D D 

オプションの化張給おユニットを使用 


している場合は、それぞれの給紙カセツ 


卜差し込み□の奥を点おしまず。 


國國 I 國 


プリンタ内部の部品を破損させないように^ 

ミ主意してください。 

^_ J 


© 


DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□回 




Cm . 「用紙のセット」 （46 ページ）参照 

r ： 参照 「給おトレイに用紙をセットずる」巧0ページ）を参照 


广 ぶ' ィ1片 I -^ 

給おトレイ内でのおづまりの場合も、上部カバーを一度開閉して<ださ 
し、上部カバーを開閉ずると、エラーメッセージが消えまず。 
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■ □□□□□□□□□□□□□□□□回 

用紙搬送部でつまった用紙は、次の手順に従って取り除いて<ださい。 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□回 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

オプションの化張給おユニットを使用 


している場合は、それぞれの給紙カセツ 


卜を抜きまず。 




© 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 
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國圖國 

プリンク内部の部品を破損させないようじを意してください。 



A 注意 


やけどプリンクを使用した直後は走着器が非常に熱<なって 
いまず。「高温を意」ラベルがおってある箇所（を着器 
やその周辺）には、絶巧に触れないで< ださい。やけ 
どの原因となることがありまず。 

□□□□□み 


A A CAimON' HIGH TEMPERATURE VORSICHT' HEIZUNGSROLLEN 巧 HR H&SS U-St 

/f\ /|\ ATTENTION 1 TEMPERATURE ELEVEE AOVtATENCU' TEMPERATUftA ELEVADA 

い.、/ 占、 CUOAOO' ALTA TEMPERATURA 。ぃ ■ 

に 

i 

誰 

Q 



D D 
□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

D D ) 

□皿③ 

_ - ) / — ^ 

□ ® □ 

D ( _—- 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
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第 7 章こんなときには 


C 参照「プ□セスカートリツジの取り 
付け」 （41 ページ）参照 


圈圆國 

上部カバーが確実に□ックされていること 
を巧認してください。完全に□ックされて 
いないと、印刷不をが発生ずることがあり 
まず。 

次に印刷された用紙が巧れる場合がありま 
ずが、数枚印刷ずれば、巧れはつかな<な 
りまず。 



□ 


誤飲用紙上の文字は定着していないので、触れるとトナー 
が手に付きまず。用紙を取り除くとき、手や服がトナー 
でミちれないようを意してください。 

トナーが付いてしまったときは、ずぐに水で洗ってく 
ださい。 

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と柜談して<だ 
さし）。 


A 警告 


D 





D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□田 
□□ 
□□ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


D 

II 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


S 日 

① □ 

(D 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

_— - D ) 

□ □感 

D D ( 

□ □ □ 
□ □ □ 


D D 

目 □ 
□□□ 
□□□ 

□田 □ 

□- 


D 

□ 


- D D 
□ □ 
□ □ 
[D D 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 


© 
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〇 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD 


奥までしっかり押し込まれていること 


をお認してください。 


給おトレイの用紙を元じ戻しまず。 
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第 7 章こんなときには 


DDDDDDDDDD 


故障かなとおっても、故障ではないことがよくありまず。 

そんなとき、次の各項目を読んでお認してください。 

广ぶ ■ィ■ド! - 

パソコンのアプリケーションからの印刷やネットワーク経由で使用時の 
トラブルについては、『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」を参照 
, してください。 


□ □□凹 

□ □□回 

DDDDDDDDDD 

電源が投入できない 

電源を投入してもずぐ 
じ切れる 

-電源コードの抜け 
-停電 

-コンセントじ問題あり 
' 電圧が違 j 

-電源コードをお実に差し込み、電源が投入 
( 1側）されていることをお認してください。 

-ほかの電気製品が動作ずることを巧認して< 
ださい。 

-コンセントの電圧を調べてください。 

なぉ「安全上のごを意」 （1 1ページ）参照 
/>照「電源の投入」 （43 ページ）参照 
r 参照「電源の切断」巧6ページ）参照 

印刷しない 

-プリンタの電源ホ投入 
. パラレルケーブル、 
USB ケーブルが抜け 
ている 

-オンライン状態でない 

. パラレルケーブル、 USB ケーブルがクトれていな 
いかお認してください。 

-「オンライン」ランプが点好し、『オンライン』 

と表示されていることを巧認してください。 
r ： 参照「パラレルインタフェースじよる接続」 
(59 ページ）参照 

r ： 参照 「 USB インクフェースじよる接続」 （61 
ページ）参照 

r 参照「電源の投入」 （43 ページ）参照 

r»m 「電源の切断」巧6ページ）参照 

r ： 参照「第5章オペレータパネルの操作」 
(107 ページ）参照 

オペレータパネルのス 
イッチがときどき機能 
しない 

-スイ、ソチをお実に押し 
ていない 

-プリンタの状態でタカか 
ないスイ、ソチがある 

スイ、ソチのまん中をしっかり押してください。 
r ： 参照「第5章オペレータパネルの操作」 
(107 ページ）参照 

異常音がずる 

-プリンタ内部に用紙く 
ずやクリップなどの異 
物がある 

-給おカセットの装着が 
不完全 

-プリンク内部を点おしてください。 

-給おカセットを完全に装着してください。 

/>ぉ「用紙のセット」 （46 ページ）参照 

r ： 参照「紙づまりになったとき」 （136 ページ） 
参照 
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□ □□凹 

□ □□回 

DDDDDDDDDD 

用紙が傾く、外れる、 
破れる、つまる 

-用紙が正しくセットさ 
れていない 
-用紙が適切でない 
. プリンクが水平でない 

それぞれの状態をよ<お認し、適切な処置を取っ 
てください。 

ご参-嗎「安全上のごを意」 （1 1ページ）参照 

r ： 参照「用紙じついて」 （125 ページ）参照 

用紙が二重をりされる 

-用紙どうしがくっつい 
てしまう 

-用紙をよくさばいてください。 

. ラベルおの場合は1枚ずつセットして印刷し 
てください。 

r ： 参-喝「用紙のセット」 （4 日ページ）参照 

おづまりが発生した 

-用紙がくっつきやずい 
-用紙が正しくセットさ 
れていない 
-用紙が適切でない 
-プリンタが水平でない 

-それぞれの状態をよ <お認し、適切な処置を 
とってください。 

-用紙のセット方向をお認してください。 

- A 4、 B 5、 A 5、 レターサイズの用紙は、横長 
にセットしてくだちい。 

- A 3、 B 4、 リーガルサイズの用紙は、縱長に 
セットしてください。 

C 参-嗎「安全上のごを意」 （1 1ページ）参照 

r ： 参照「第6章用紙じついて」 （125 ページ） 
参照 

r ： 参照 「紙づまりになったとき」 （136 ペー 
シ‘） 参照 

給紙カセ、ソトの化し入 
れができない 

-巧刷中に電源を切断 
した 

-紙づまりが発生して 
いる 

-電源を切断（〇側）して、数秒経過後に投入 
( 1側）してください。 

-それぞれの状態をよ <お認し、適切な処置を 
取ってください。 

C 参-嗎「電源の投入」 （43 ページ）参照 

r ： 参ぉ「電源の切断」巧6ページ）参照 

r ： 参-頃 「紙づまりじなったとき」り：36ペー 
シ‘） 参照 

裏面が巧れる 

プリンタ内の用紙搬を 
路が巧れている 

数枚テスト印刷して、巧れの薄れ具合で、巧れが 
とれたかどうか判断して < ださい。 

オペレークパネルでプリンクをメニューモード 
にして、テスト EP 刷をしてください。 

/〇ぉ「プリンクの清掃」 （99 ぺージ）参照 

r ： 参照 「オペレータパネルからの設走（メ 
ニューモード）」 （112 ページ）参照 

エラーメ、ソセージが表 
示され、巧刷されない 


それぞれの状態をよ<お認し、適切な処置を取っ 
て < ださい。 

r ： 参照 「オペレークパネルのエラーメッセージ」 
(150ページ）参照 
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□ □□凹 

□ □□回 

DDDDDDDDDD 

用紙がないのにブザー 
が鳴らない 

-ブザーが鳴6ない設走 
にしている 

-給紙トレイから用紙を 
補給している 

. オペレークパネルでプリンタをメニューモー 
ド じして、 ブザーの設走値を「設走」じして< 
ださい。 

「オペレータパネルからの設走（メ 
ニューモード）」 （11 2ページ）参照 
-給おトレイからの EP 刷時は、ブザーは鳴りませ 
ん/。 

プ□セスカートリ、ソジ 
を装着してもカート 
リッジなしとエラーが 
表示される 

-化社製のプ□セスカー 
トリツジを装着してい 
る 

-プ□セスカートリツジ 
が故障している 

-他社製のプ□セスカートリッジを使用してい 
ないかお認してください。 

-上部カバーを開いている場合には、上部カバー 
を閉じてください。 

純正のプ□セスカートリッジを使用していて、 
下記のエラー表示される場合にはプ□セス 
カートリッジが故障していまず。ま斤しいプ□セ 
スカートリッジに交換してください。 


カートリッシ '' イシ’' ヨウ 

EP カートリッシ '' コウカン 


に参照「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

印刷開始時や EP 刷中に 
ジュンビと表示される 

-印刷終了後、ずぐに異 
なる用紙設走の印刷を 
開始した 

-幅の狭い用紙などを大 
量に連続 EP 刷した 

を着器の温度調整中であり、プリンタの異常では 
ありません。しばらく待つと印刷が再開されま 
ず。 

あ晶ディスプレイの表 
示が判読できない 

プリンタの動作が安を 
しない 

八ングアップずる 

静電気じよる誤作動 

アースが正しく接続されていることをお認して 
ください。 

r ： 参-照「安全上のご注意」 （11 ページ）参照 
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DDDDDDDDDDD 


印刷品質が低下したときの処置について説明しまず。 

ここで説 S 月ずる処置をしても印刷品質が改善されない場合や、ここに示した W 外の現象が起きた 
場合は、「八ードウエア修理相談センター」 （167 ページ）にご連絡ください。 


A 注意 


やけどプリンクを使用した直後は定着器が非常に熱<なって 
いまず。「高温を意」ラベルがおってある箇所（定着器 
やその周辺）には、絶巧に触れないでください。やけ 
どの原因となることがありまず。 


□ □□回 

□ □□凹 

DDDDDDDDDD 

E 

贵 S りがうずい 
こかずれる、不^ 

PRInTFER 

律日月） 

EP 字濃度の設をが適正で 
ない。 

EP 字濃度を調整して < ださい。 

オペレータパネルでプリンクをメニュー 
モードにして、環境設をの EP 字濃度調整で設 
をしてください。 

昭「オペレータパネルからの設定（メ 
ニューモード）」（112ページ）参照 

\ 


シールドガラスがミちれて 
いる。 

シールドガラスを清掃してください。 
r ： 参照「シールドガラスの清掃」（101ぺ一 
ジ）参照 


用紙が湿気を含んでいる。 

巧しい用おじ交換してください。 

r ： 参照「用紙のセット」 （46 ページ）参照 

プ□セスカートリ、ソジ内 
にトナーがなし''。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

に参-頃「プ□セスカートリッジの巧換」 （94 
ページ）参照 

プ□セスカートリッジが 
劣化、または損傷してい 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

Cpm 「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

E 

載な「•」作か F 
3] 刷される 

"。」が 

使用している用紙が適切 
でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

r ： 参照「用紙じついて」(125ページ）参照 

• 

• 

• 

PRINTER 

• 

• 

• 

トナー残量がかなくなっ 
た。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

参照「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

\ 


プ□セスカートリッジが 
劣化、または損傷してい 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

Cpm 「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 


146 































第 7 章こんなときには 


□ □□回 


□ □□凹 


DDDDDDDDDD 


黒線が印刷される 


PE.INTER 


プ□セスカートリツジが 
劣化、または損傷してい 
る。 


ま斤しいプ□セスカートリツジに交換してく 
ださい。 

参照 「プ□セスカートリツジの交換」 （94 
ページ）参照 


等圍隔じミちれる 


PRINTER 


プリンク内の用紙搬を路 
がミちれている。 


数枚テスト印刷して、ミちれの薄れ具合で巧れ 
がとれたかどうか判断して < ださい。 

参照 「オペレータパネルか6の設走（メ 
ニューモード）」（112ページ）参照 


プ□セスカートリッジが 
劣化、または損傷してい 
る。 


ま斤しいプ□セスカートリツジに巧換してく 
ださい。 

今照 「プ□セスカートリツジの交換」 （94 
ページ）参照 


黒<塗りつぶちれた部 
分に白点がある 


使用している用紙が適切 
でない。 


P 


適切な用紙をセットしてください。 

r ： 参-頃 「用紙じついて」 （12 已ページ）参照 


プ□セスカートリツジが 
劣化、または損傷してい 
も。 


ま斤しいプ□セスカートリツジに交換してく 
ださい。 

今照 「プ□セスカートリツジの交換」 （94 
ページ）参照 


指でこずるとトナーが 
かずれる 


用紙が湿気を含んでいる。 


PRINTER 


ま斤しい用紙に交換してください。 

/ T ： 参照 「用紙のセット」 （46 ページ）参照 


使用している用紙が適切 
でない。 


適切な用紙をセットしてください。 

r ： 参照 「用紙じついて」(125ページ）参照 



用紙全体に黒色がつい 
て印刷される 


プ□セスカートリツジがま斤しいプ□セスカートリツジに交換してく 
劣化、または損傷していださい。 



な。 


参照 「プ□セスカートリツジの交換」 （94 


ページ）参照 

プリンク内の高圧電源な 「八ードウエア修理柜談センクー」 （167 ペー~ 

どの故障が考えられる。 ジ）にご連絡ください。 
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第 7 章こんなときじは 


D D D D 

] 

□ □□凹 

DDDDDDDDDD 

何ち印刷されない 

プ□セスカートリッジの 
トナーシールが完全に引 
き抜かれていない。 

トナーシールを引き抜きまず。 



に 参照 「プ□セスカートリッジの巧換」 （94 
ページ）参照 

V 



一度に複数枚の用紙が搬 
送されている。 

用紙をいったん取り化し、よくさばいてから 

再度セットしてください。 

r ： 参,照「用紙のセット」 （46 ページ）参照 

\ 



プ□セスカートリッジに 
トナーが残っていない。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

今,昭「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 



プ□セスカートリッジが 
劣化、または損傷してい 
る。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

今照「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 


プリンク内の高圧電源な 
どの故障が考え6れる。 

「八ードウエア修理相談センクー」 （167 ペー 
シ0 じご連絡ください。 

白おけが起こる 

シールドガラスが巧れて 

シールドガラスを清掃してください。 



いる。 

r ： 参照 「シールドガラスの清掃」（101ぺ一 
ジ）参照 

PRINTER 

F » Rr 、 T ' 己 R 


用紙が湿気を含んでいる。 

ま斤しい用おじ交換してください。 

r ： 参-頃「用紙のセット」 （46 ページ）参照 

\ 



使用している用紙が適切 
でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

r ： 参,照 「用紙について」(125ページ）参照 



トナーシールの切れはし 
が、プ□セスカートリッジ 
内に残っている。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

今,昭「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

用紙にしわがつく 

用紙のセットが適切でな 
い。 

用紙を正しくセットしてください。 


r ： 参照 「用紙のセット」 （46 ページ）参照 


用紙が湿気を含んでいる。 

ま斤しい用おじ交換してください。 

)^11 



r ： 参-頃「用紙のセット」 （46 ページ）参照 


/ 

使用している用紙が適切 

適切な用紙をセットしてください。 


( 

でない。 

r ： 参照「用紙じついて」(125ページ）参照 
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第 7 章こんなときには 


□ □ □ □ □ 

D D D D D 

DDDDDDDDDD 

文字がじじむ 

PRINT 邸 
PRINTER 
PRINTER 
PRINTER 

P 腸 TFR 


用紙が湿気を含んでいる。 

ま斤しい用紙に交換してください。 

r ： 参照「用紙のセット」 （46 ページ）参照 

使用している用紙が適切 
でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

r ： 参照「用紙じついて」 (125 ページ）参照 

PRINTER 

\ 

プ□セスカートリツジが 
劣化、または損傷してい 

な。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

今照「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

縱長に白抜けずる 

プ□セスカートリツジが 
正しくセツトされていな 
し、またはプ□セスカート 
リツジ内のトナーがかた 
よっている。 

いったんプ□セスカートリッジを取り化し、 
軽く振ってからもう一度セットし直してく 
ださい。 

今照「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

PRINTER 
PRINTER 
PRINTER 
PRINT; 很 


\ 

J .iK 

シールドガラスがミちれて 
いる。 

シールドガラスを清掃してください。 
r ： 参照「シールドガラスの清掃」 （101 ペー 
シ’） 参照 


プ□セスカートリツジが 
劣化、または損傷してい 
る。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

参照「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

不要なトナーがつく 

印字濃度の設走が適正で 
ない。 

印字濃度を調整して<ださい。 

オペレータパネルでプリンクをメニュー 
モードにして、環境設定の印字濃度調整で設 
をしてください。 

r ： 参-照「オペレータパネルからの設走（メ 
ニューモード）」（112ページ）参照 

PRINTER 

'v い 


\ 


使用している用紙が適切 
でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

Cm - 「用紙について」 （12 已ページ）参照 


プ□セスカートリツジが 
劣化、または損傷してい 

な。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに巧換してく 
ださい。 

「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 

太い文字に影が化る 

印字濃度の設をが適正で 
ない。 

印字濃度を調整して<ださい。 

オペレークパネルでプリンクをメニュー 
モードにして、環境設走の印字濃度調整で設 
をしてください。 

00 W 「オペレークパネルからの設定（メ 
ニューモード）」 （112 ページ）参照 

P 


\ 


プ□セスカートリツジが 
劣化、または損傷してい 
る。 

ま斤しいプ□セスカートリッジに交換してく 
ださい。 

Cpm 「プ□セスカートリッジの交換」 （94 
ページ）参照 
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第 7 章こんなときじは 


□ □□□□回 




プリンクでエラーが発生ずると、オペレークノ ' f ネルのあ晶ディスプレイにエラーメッセージが表 


7 K されまず。 

次の表に従って処置してください。 


□ □□□□凹 

□ □□□□回 

Q □ □ 

ョウシナシ 

-- ■■ヲイレテクダサイ 

自動給紙で印刷を開始したときに、給お 
カセットまたは給紙トレイに用紙がな 
いと表示されまず。 

給紙カセット X (1、 2または3)、または 
給紙トレイじ、表示されたサイズの用紙 
をセットずると、オンライン表示に切り 
替わり、印刷を開始しまず。 

参照 

「用紙のセット」 （46 ぺ一 
ジ）参照 

ヨウシナシ カセット X 

-■ ■■ヲイレテクダサイ 

印刷を開始したときに、給おカセットに 
用紙がないと表示されまず。 

給紙カセット X (1、 2または 3) に、表 
示されたサイブの用紙をセットずると、 
オンライン表示に切り替わり、印刷を開 
始しまず。 

C 参照 

「給紙カセットに用紙を 
セットずる」 （46 ページ） 
参照 

ョウシナシキュウシトレイ 
. ヲイレテクダサイ 

印刷を開始したときじ、給おトレイじ用 
紙がないと表示されまず。表示されたサ 
イズの用紙をセットずると、印刷を開始 
しまず。 

な照 

「給紙トレイに用紙を 
セットずる」巧0ページ） 
参照 

カセットナシ カセット X 

. ヲイレテクダサイ 

印刷を開始したときに、指走した給お力 
セットがないと表示されまず。 

印刷ずるサイズの用紙を入れた給お力 
セットをプリンタじセットずると、印刷 
を開始しまず。 
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第 7 章こんなときには 


□ □□□□凹 □□□□□回 □□□ 


カミソマリ XXXXXXXXX 
力ちラトリノソイテクダサイ 


紙づまりが発生ずると表示されまず。 
上部カバー、給おカセット、両面ユニッ 
卜の中をお認してください。 

また、プリンタ巧で紙づまりが発生した 
場合、給紙トレイにセットされている巧 
おを取り化し、給おカセットを取り外し 
て、プリンタの内部を巧認してください。 
X は エラー 箇所でず。次の7種類が表示 


「紙づまりになったとき」 
(136 ページ）参照 


されまず。 


エラー 箇所 

お認箇所 

カセット1 

カセット1、 

上部カバー内部 

カセット2 

カセット2、 

上部カバー内部 

カセット3 

カセット3、 

上部カバー内部 

キユウシトレイ 

給紙トレイ、 

上部カバー内部 

プリンタナイブ 

上部カバー、 

プリンク内部、 
排紙部 

八イシトレイ 

上部カパー内部、 
排紙部 

リヨウメン 

プリンタ内部、 

両面ユニット、 
排紙部 


ウエカバーオープン 
カバーヲトジテクダサイ 

上部カバーを開けていると表示されまず。 
作業が終わったら上部カバーを閉じて 
ください。 


リョウメンカバーオープン 
カバーヲトジテクダサイ 

両面カバーを開けていると表示されまず。 
作業が終わったら両面カバーを閉じて 
ください。 


ヨウシサイズフイ、ソチ 
■ ■-- ヲイレテクダサイ 

自動給おで EP 刷を開始したときに、力 
セットまたは給紙トレイの用紙サイズ 
と、 EP 刷データの用紙サイズが異なって 
いると表示されまず。給おカセット X (1、 

2または3)、または給紙トレイじ、表示 
されたサイブの用紙をセットずると、印 
刷を開始しまず。 

「用紙のセット」 （46 ペー 
シ') 参照 

サイズフイ、ソチカセット X 
---- ヲイレテクダサイ 

印刷を開始したときに、給おカセット X 
(1、2または 3) じセットされている用 
紙サイズと、印刷デークの用紙サイズが 
異なっていると表示されまず。表示され 
たサイズの用紙をセットずると、印刷を 
開始しまず。 

照 

「用紙のセット」 （46 ペー 
ジ）参照 
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第 7 章こんなときじは 


□ □□□□凹 

□ □□□□回 

□ □ □ 

サイズフイ、ソチキュウシトレイ 
-- ■•ヲイレテクダサイ 

印刷を開始したときに、給おトレイに 
セットされている用紙サイズと、印刷 
データの用紙サイズが異なっていると 
表示されまず。表示されたサイズの用紙 
をセットずると、印刷を開始しまず。 

参照 

「給おトレイに用紙を 
セットずる」巧0ページ） 
参照 

サイズカクニン X X X X X X X 
---- ヲイレテクダサイ 

印刷を開始したときに指をした用紙サ 
イズと実際に給おされた用紙サイズが 
異なっていると表示されまず。表示され 
たサイズの用紙をセットずると印刷を 
開始しまず。 

X X X X X X X : 

給おを行った給おカセット X (1、 2ま 
たは3)、または給紙トレイ 

今照 

「用紙のセット」 （46 ペー 
ジ）参照 

サイズフソクキュウシトレイ 

A 4 ヲイレテクダサイ 

設走の印刷時に A 5 よりかさい用紙が 
セットされていまず。 A 4 サイズの用紙 
をセットずるか、リセットスイ、ソチで印 
刷を中止し、 A 5 W 上の大きさで巧度印 
刷してください。 

Cpm 

「給紙トレイに用紙を 
セットずる」巧0ページ） 
参照 

カートリ、ソジイジョウ 

EP カートリッジカクニン 

純正品 W 外のプ□セスカートリッジを 
セットした場合、またはプ□セスカート 
リッジ内のメモリじ異常が発生した場 
合し表 W されまず。 

故障を防ぐため、プリンタは動作を停止 
しまず。 

純正のプ□セスカートリ、ソジをセット 
し直してください。 

今照 

「プ□セスカートリッジ 
の交換」の4ページ)参照 

参照 

「プ□セスカートリッジ 
の取り扱いと保管」 （98 
ページ）参照 

カートリ、ソジナシ 

EP カートリッジカクニン 

プ□セスカートリッジがセットされて 
いないと表示されまず。プ□セスカード 
リッジをセットください。 

今照 

「プ□セスカートリッジ 
の取り扱いと保管」 （98 
ページ）参照 

サイズエラーカセット X 
カセットヲカエテクダサイ 

サポートしていない用紙をセットした 
ときに表示されまず。給おカセット X 
(1、2または 3) に正しい用紙をセット 
してください。 

C»m 

「用紙のセット」 （46 ペー 
ジ）参照 

ユニットカクニン 
リョウメンユニット 

両面ユニットが正しくセットされてい 
ない、または使用できない両面ユニット 
がセットされていまず。両面ユニットを 
お認し、セットし直してください。 

また、両面ユニット装着の際は、あらか 
じめ電源を切ってから行ってください。 

47 参照 

「両面ユニットの取リイ寸 
けかた」 （74 ページ）参照 
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第 7 章こんなときには 


□ □□□□凹 

□ □□□□回 

□ □ □ 

メモリフソク 

カタメンインサツソツコウ 

A 3、 B 4、 Le 呂 al の用紙に両面 EP 刷ずる 
場合に、 W 下の状態のとき、表示されま 
ず。 

-メモリを増設していない 
-メモリを増設しているが、ドライバの 
設定で「プ□テクトモードで印刷ず 
る」をチェックしている 

Printianavi 使用時、何かスイ、ソチを押 
ずか3秒経過ずると片面で印刷しまず。 
Printianavi ホ使用時、何かスイ、ソチを 
押ずまで待ちまず。何かスイッチ押ずと 
片面で印刷しまず。 

Cpm 

「プリンク RAM モジユー 
ル」 （67 ページ）参照 

メモリフソク 

ドライバセツテイカクニン 

メモリを増設せずにプリンタドライバ 
で解像度を1200 dpi に設定した場合に 
表示されまず。 

解像度を 300 dpi または 600 dpi に設定 
してください。 


メモリフソク 
ブタンイインサツ 

プリンタ RAM モジュールを取り付けず 
に部単位印刷を設走して EP 刷を行った 
場含し表ルされます。 

メモリ不足エラー発生後は、部単位巧刷 
を解除して印刷を再開しまず。ただし、 
プリントサーバが Windows NT 4.0/ 
2000 / XP/Windows Server 2003で 
Printianavi を使用している場合、エ 
ラーメッセージ発生後に部単位印刷を 
再開しまず。 


メモリオーバー 
ブタンイインサツ 

64 MB プリンタ RAM モジュールを取り 
付けているとき、部単位印刷を設定して 
行った印刷のデーク量が、部単位印刷用 
のメモリ残量より大きい場合じ表示さ 
れまず。 

メモリオーバーエラー発生後は、部単位 
印刷を解除して印刷を巧開しまず。 
ただし、プリントサーバが Windows 
NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 
2003で Printianavi を使用している場 
合、エラーメッセージ発生後に部単位印 
刷を再開しまず。 


アンダーランエラー 
ドライバセツテイカクニン 

プリンクドライバでアンダーランエ 
ラーが発生した場合に表示されまず。 
メモリを増設ずるか、ドライバの解像度 
を下げてください。 

メモリを増設ずるときは、あらかじめ電 
源を切ってから行ってください。 
※アンダーランエラーは、印刷内容が複 
雑でプリンタの処理が追いつかない 
場合に発生しまず。 
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第 7 章こんなときじは 


DDDDDDD 

コント□ーライジヨウ2 

RAM 1 ェラー 


DDDDDDD 

ROM および RAM の異常を検化ずると 
表示されまず。 


□ □□ 


コント□ーライジヨウ3 
RAM 2 ェラー 

コント□ーライジヨウ4 
CG - R 0 M 1 ェラー 

コント□ーライジヨウ目 

CG - R 0 M 2 ェラー 

コント□ーライジヨウ目 

CG - R 0 IVn 2 ェラー 
コント□ーライジヨウ13 
MAC アドレス エラー 
コント□ーライジヨウ1目 


いったん電源を切断し、再び投入してく 
ださい。それでもこの エラー メ 、ソセージ 
が表示される場合は、その内容を「八一 
ドウェア修理柜談センター」 (167 ペー 
シ') へご連絡ください。 

『コント□ーライジヨウ16』発生時 
は、電源を再投入ずるとプリンタの設定 
内容を工場化荷時の初期値に戻しまず。 
設定値を変更している場合は再度設定 
してください。 


Flash-ROM エラー 

コント□ーライジヨウ1目 
トウ□クシヨキカシマス 
コント□ーライジヨウ21 
LSI エラー 

コント□ーライジヨウ22 


EEPROM ェラー 

コント□ーライジヨウ23 
R 0 M 1 チェックサムエラー 

コント□ーライジヨウ24 
R 0 M 2 チェックサムエラー 
コント□ーライジヨウ25 
USB ェラー 

エンジン イジヨウ1 


八 ー ドウエアの異常を検化ずると表示 


FUSER イジヨウ されまず。 


エンジン 

ROS 

ィジョウ2 
モータつショウ 

エンジンイジョウ3 
メインモータつショウ 

エンジン 

フアン 

イジョウ4 
アラーム 

エンジン 

メモリ 

イジョウ目 
イジョウ X 

エンジンイジヨウ6 
ツウシンエラー XXYY 

エンジン 

イジョウ7 


タイムアウト エラー 


いったん電源を切断し、再び投入してく 
ださい。 

それでも エラー メ 、ソ セージが表示され 
る場合は、その内容を「八ードウエア修 
理柜談センター」 (167 ページ）へご連 
絡ください。 
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メンテナンス情報や給紙□のセツト状態に関ずる警告を下段の1〜9巧目に表示しまず。 
警告メ、ソセージが表示されても、 EP 刷は続けることができまず。 

. 警告表示の例 


オンライン 
カセツトカクニン1 


广巧 1 靖 1ド! ->1 

警告が複数発生している場合、下記の表の上か6順番に該当ずるエラーが 
表 7 K されます。 

※「カセットカクニン」と「トナーコウカン」のエラーが同時に発生した 
場合、「カセットカクニン」のエラーのみオペレータパネルに表示され 
ます。「カセットカクニン」のエラーを回避後、「トナーコウカン」のエ 
ラーが表示されまず。 

\_ J 


□ □□□□回 

□ □□□□回 

カセツトカクニン n 

セットされていない給紙カセ、ソトがあると、 
表示されまず。給紙カセットをセットしてく 
ださい 。 （n :カセット番号） 

サイズカクニン n 

いずれかの給紙カセットに、使用できないサ 
イズの用紙がセットされると表示されまず。 
正しいサイズの用紙をセットしてください。 

(n :カセット番号） 

トナー (*) 

トナーの残量が少な <なると表示されまず。 

き斤しいプ□セスカートリッジをセットしてく 
ださい。 

純正品 W 外のトナーを使用していると、「*」 

が表示ちれまず。 

ホシユ 

定着器の交換時期になると表示されまず。 
「八ードウエア修理柜談センクー」 （167 ペー 
ジ）へご連絡ください。 

トナーコウカン 

純正品 W 外のトナーを使用していると表示さ 
れまず。純正のプ□セスカートリッジをセッ 
卜してください。 
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プリンタの基本仕様 . 

インタフエース仕様 . 

オプション品一覧 . 

サプライ品一覧 . 

用紙関係 . 

アフターサービス について 
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グ 

グ 


D 

D 

D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 
D D 

□ D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 

□ □ 








付録 


DDDDDDDDD 


W 下に、 XL - 5350の各仕様を示しまず。 


Ep 刷ち式 

電子写真ちま 

印刷ま度 

(コピー動作による連 
続印刷時） 

普通紙 

片面 両面 

A 4 21.6 ぺージ/分1目.6ぺージ/分 （600 か i ) 

-両面印刷にずると EP 刷速度は遅<なりまず。 

-厚紙モードにずると印刷违度は遅くなりまず。 

-不定お用紙の場合は、用おサイズによって£り刷を度が異なリまず。 "*4 

ウォームアップ時圍 

電源投入時：約27砂切下に2で/日 5% RH 、 電源電圧100 V ) 

節電復帰時：約13秒 W 下に2で/目 5% RH 、 電源電圧100 V ) 

エンジン解像度 

600 dpi / 1200 dpi *5 

デーク処理解像度 

300か i X 300か i 

600化 i X 600化 i 

1200か i X 1200 d が5 

スムージング処理 

Super FEIT (1200 か i W 外） 

《 FEIT=Fujitsu Enhanced Ima 呂 e Technology 

用紙種類 

-給おトレイ 

普通お（重量60 呂 / m ? 〜90 呂 / m 2)、 厚お（重量91 呂 / m ? 〜135 呂 / m ?)、 
0 HP フイルム、ラベル紙、はぜき 
-給おカセット 
普通紙 

-化張給紙ユニット（オプション） 

普通紙 

用紙サイズ 

-給紙トレイ 

A 3、 B 4、 A 4、 臣5、 A 5、 リーガル、レター、ユーザ定義サイズ（幅100 
〜 297 mm 、 長さ1 48 mm 〜420 mm )、 長尺紙〔幅 297 mm 固定:、長さ 
420 .1 mm 〜900.0 mm ) 官製はがき 
-給紙カセット〔標準） 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 リーガル、レター 
-拡張給紙ユニット （ A 3)( オプション） 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 リーガル、レター 
-拡張給紙ユニット （ A 4)( オプション） 

A 4 

給お方式 41 

給おカセットじよる自動給お 

( 収容枚数250枚、化張給おユニット使用時最大1250枚） 

給おトレイによる自動給お 

(収容枚数200枚（はがき横75枚、厚紙75枚、 0 HP フィルム75枚)） 

両面巧刷 
(オプション） 

A 3、 A 4、 A 5、 巨4、臣5、レクー、リーガル 
※：普通紙 （60 呂 / m 2 〜 90 g / m 2 ) のみ 

排紙ち法41 

フェースダウンスタッカ〔スタック枚数250枚） 

使用環境を件 

温产10で〜32で 

湿度15%〜8己％ RH ( ただし、 温度28で W 上のときは湿度7096 RH W 下、 
湿度 70% RH 切下のときは温度28で！:: TF 、 結露しないこと） 

電源 • 電源周波数 

AC 100 V + 109 6、 50/60 Hz 
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消費電力 

動作時 850 WW 下、節電商1日 WW 下（節電モード後5分聞は 16 W 、 己 
分 W 降はが] 10 W ) 

平ち消費電力： 420 W W 下（片面連続印刷時） 

電源オフ時： 0\/\^日 

突入電流 

最大突入電流100 A W 下（電源 ON 時突入時圍 ：10 m 秒 W 下） 

，歸音 

動作時53服 ( A )、 待機時29服 ( A )( フルオプション55服 ( A )) 

クトぉ寸法 

幅 459 mm 、 奥行き430 mm (カセット縮か時)、高さ 310 mm 
幅 459 mm 、 奥行き目 08 mm (カセット延長日卖、高さ 310 mm 

質量 

が] 17.4 k 呂（消耗品、オプションを除く） 

インクフェース 

IEEE 1284双方向パラレルポート 

USB 1.1 準拠 USB インクフエース 

100 Base - TX /1 OBase-T LAN ポート 

プリンタシーケンスで 

XL プリンタドライバ、 ESC/P 

文字-書体 

ESC / P 用： ANK 、 明朝体、ゴシック体 

耐用期閨43 

已年が時圍/日）または30万ぺージ印刷 ( A 4 サイズ横をり）のいずれか早いち 


*1 :収容枚数は 64 g / m 2 じて換算 
*2 :データ処理解像度 



- XL プリンタドライバ：1200化 i / 600化 1(*5) /300化1(スーパー FEIT : 2400 dpi X 600化 i 相当） 
- ESC / P : 180 dpi ( FEIT : 600 dpi 相当） 

*3 ：• 本製品じは、下表のを期交換部品が含まれていまず。安走してご使用いただくためじは、走 
期的な交換が必要となりまず。交換時期の目安は下表をご覧<ださい。また、本製品には下 
記の有寿命部品が含まれていまず。交換時期の目安は使用頻度やを件じよって異なりまずが、 
適切な使用環境 （22 で）において、約5年 （8 時聞/日、200時聞/月）、または30万ペー 
ジ EP 刷 （ A 4 サイズ横送り）のいずれか早いちでず。この耐用期聞はあくまでも目安であり、 
お故障の動作やお償修理を保記ずるものではありません。 

また、動作保話環境内の運用であっても寿命を保11ずるわのではな<、特に動作保11環境の 
上限/下限での連続使用による故障はお償修理期閨内であっても有償修理となる場合があり 
まず。 

12,000時閨（お5年を時圍換算）を超えて長時圍使用した場合は、早期の部品交換が必、要 
となりまず。 

-本製品は24時聞 W 上の連続使用（常時通電含む）を前提とした設計にはなっておりません。 
- A 4 より大きく長い用紙を使用ずる場合は、耐用期聞が30万ページより短くなりまず。 

-定期交換部品料金および交換作業費は有償でず。費用の支化い方法じついては、契約保守サー 
ビスの締結の有お、および契約内容によって異なりまず。詳しくはカク□グや 
「 FMWORLD . NET 」 をご参照、または「八ードウエア修理柜談センクー」 （167 ぺージ）じ 
ご相談ください。 


有寿命部品 

交換目を 

表示メ ツセー ジ 

を着器 

10万ページ 

ホシユ 

フイード□-ラ 

10万枚印刷 

おし 

リタードパッド 

10万枚印刷 

おし 


* 片面 EP 刷時1枚=1ページ 
* 両面 EP 刷時1枚=2ページ 
ちな有寿命部品 

光学ユニット （ ROS )、 電源、用紙搬送ガイド、用紙搬を□ーラ等 
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-本製品に使用しているアルミ電解コンデンサは、耐用期圍を超えて使い続けると電解あの漏 
れや枯渴が生じ、異臭の発生や発煙の原因となることがありまずので、早期に交換して<だ 
さし)。 

-部品の交換は、弊社のをめるネ甫修用性能部品単位で行いまず。 

「八ードウエア修理相談センクー」 （167 ページ）にご連絡ください。交換は有償でず。 

-を期交換部品、補修用性能部品の保有期聞は、プリンタ本体の製造終了後5年聞でず。 

-プ□セスカートリ、ソ义用紙等の消耗品は、お客様ご自身でま斤品を購入し、交換してください。 
*4: 用紙幅、用紙長の組み合わせにより EP 刷を度は変わりまず。定着器を保畫ずるため、用紙 
幅の巧い用紙に EP 刷ずる場合じは、印刷ま度はほ下しまず。 

*5: 1200 dpi は、メモリ増設時のみ使用できまず。 

*6 :電源プラグがコンセントに差し込まれていても、電源スイッチが OFF の場合、電力の消 
費はありません。 
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DDDDDDDDD 


パソコンとのインタフェースは、パラレルインタフェースおよび USB インクフェースを探用し 
ていまず。 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

-基本仕様 

IEEE 1284じ準拠した双ち向パラレルインクフェース 
. インクフェースコネクク 

プリンタ側： 36極コネクク（メス）アンフェノール 57-40360 相当品 
ケーブル側： 36極コネクク（オス）アンフェノール 57-30360 相当品 
■ケーブル 

最長 1.5 m W 下のケーブルを使用してください。 

〔雑音対策にはツイストペア綜を使用し、シールドされていること。） 

-信号レベル 

LOW : 0.0 V 〜+ 0.4 V H に H : + 2.4 V 〜+ 5.0 V 
-データ転送方式 
8ビットパラレル 
-コネクタピン配列 


18 



インタフェースコネクタ （36 ピン） 


□ □ □ □ 

□ □ □ □ 

□ □ □ 

1 

ホ Strobe 

パソコン 

2 

Data 1 

パソコン 

3 

Data 2 

パソコン 

4 

Data 3 

パソコン 

己 

Data 4 

パソコン 

6 

Data 5 

パソコン 

7 

Data 6 

パソコン 

8 

Data 7 

パソコン 

9 

Data 8 

パソコン 

10 

ホ Ack 

プリンタ 

11 

Busy 

プリンタ 

12 

Perror 

プリンタ 

13 

Select 

プリンタ 

14 

ホ AutoFd 

パソコン 

15 

— 

- 

16 

SG 

- 

17 

FG 

- 

18 

+5 Vsignal 

プリンク 

19 

-RET 

— 
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D D D D 

D D D D 

□ □ □ 

20 

-RET 

- 

21 

-RET 

- 

22 

-RET 

— 

23 

-RET 

- 

24 

-RET 

- 

25 

-RET 

- 

26 

-RET 

- 

27 

-RET 

- 

28 

-RET 

— 

29 

-RET 

- 

30 

-RET 

- 

31 

ホ Init 

パソコン 

32 

ホ Fault 

プリンク 

33 

-RET 

- 

34 

— 

- 

35 

— 

— 

36 

* Selectin 

パソコン 


ミま）"*"は、負論理信号であることを示しまず。 
-RET 信号は、ずべて SG に接続されていまず。 


• 做 □ □□□□□□□□□□□□□□□□□ 

-基本仕様 

US 巨イ±様の Revisionl.1 準拠 
-インタフェースコネクタ 
プリンク側：臣レセプタクル（メス） 

•ケーブル 

XL-CBLU2 または、目 m W 下の US 臣仕様 Revisionl.UU 上に適合したケーブル（雑音対策に 
はツイストペア線を使用し、シールドされていること。） 

-伝送モート 

フルスピード（最大 12Mbps) 

• 電力制御 

セルフパワーデバイス 
- USB ピン配列 
2 1 



3 4 


ピン番号 

信号を称 

機能 

1 

vbus 

電源 (+5v) 

2 

D- 

データ 転を用 

3 

D+ 

デーク 転を用 

4 

GND 

信号グランド 
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DDDDDDDD 


•□□□□□□□□ 


品を 

型を 

内容 

お張給おユニット -A 

XL - EF 25 M 1 

2段目、3段目の給紙ユニットとして使用できま 
ず。 

( A 3 ユニバーサル、250枚給おカセット添付） 

お張給おユニット -B 

XL - EF 50 M 1 

2段目、3段目の給紙ユニットとして使用できま 
ず。 

( A 4、 500枚給おカセット添付） 

• □□□□□□ 

品を 

型を 

内容 

両面ユニット 

XL - DUPM 1 

両面印刷用のユニットでず。 

• □ □ □ □ RAM 日 □ □ □ □ 

品を 

型を 

内容 

プリンタ RAM モジュール 
-64 MB 

XL - EM 64 M 己 

RAM を 64 MB 搭載したメモリモジュールです。 

•□ □ □ □ 阔 □ □ □ 

品を 

型を 

内容 

プリンタ LAN アダプク 

FM - LNA 110 

100 BASE - TX /10 BASE-T に対応した LAN アダ 
プタでず 。 NetWare 3. IxJ 、 IntranetWare 、 
NetWare 日に対応していまず。 

• □□□□□□□□ 

-パラレルインクフェースケーブル 

品名 

型を 

備考 

プリンクケーブル 

FMS - CBL 711 

PRIMERGY/GRANPOWER 目000シリーズに 
接続できます。 

プリンクケーブル 

FMV - CBL 712 

FMV シリースを社 AT 互換機に接続できまず。 

. USB ケーブル 

品を 

型を 

備考 

プリンタ USB ケーブル 

XL - CBLU 2 

Windows 98/ Me / 2000 / XP/Windows Server 
2003が動作ずるパソコンに接続できまず。本 
ヶーブルは USB 2.0 に対応していまずが、本プ 
リンクとの接続時は USB 1.1 で動作しまず。 
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□ □□□□回 


サプライ用品の商品番号を次の表に示しまず。 

これらの品物じついては、本製品をお買い求めの販売店へご相談ください。 

PPC 用紙および普通紙を使用ずることができまずが、よりをい EP 刷品質が得られるよう、下記の 
推奨用紙のご使用をお勧めしまず。 


A 警告 


故障 プ□セスカートリッジは、本製品専用品を取り付けて 

ください。専用品 t (外のプ□セスカートリッジを取り 
付けると、プ□セスカートリッジおよびプリンク本体 
の故障の原因となる恐れがありまず。 


□ □[ 


□ □回 

□ □ 

普通お推奨用紙 
オフィス用紙 W 

A 3 

0411650 

己00枚 X 3冊で1ケース 

臣4 

0411620 

目00枚 X 目冊で1ケース 

A 4 ( Y ) 

0411612 

B 目 （ Y ) 

0411645 

A 目 （ Y ) 

0411635 

再生オフィス用 
紙 EC 100 
(100%再生お） 

A 3 

0414355 

500枚 X 3冊で1ケース 

臣4 

0414325 

己00枚 X 目冊で1ケース 

A 4 

0414315 

臣己 

0414345 

モノクロ LBP 用長尺用紙 

0421020 

プリンクドライバで「用紙種類」を「厚紙」じ 
設をしてください。 

プ□セスカートリッジ LB 311 A 

0884110 

A 4 田おで有効画像面積に対して画像面積比率が 

57〇 下のときに、印刷寿命は約6,000ページで 
す（印刷の内容により、を少の差があります)。 

プ□セスカートリッジ LB 311 B 

0884120 

A 4 巧おで有効画像面積に巧して画像面積比率が 

5% W 下のときに、印刷寿命は約10,000ページで 
す（印刷の内容により、多少の差があります)。 

LB 311 給紙カセット 
( A 3 ユニバーサル） 

0884310 

■ H ■イズ: 1\ス〜 [ S ろ 
枚数： 250枚〔推奨用紙） 

本体および拡張給紙ユニットび L - EF 25 M 1) 添 
付のカセットと同一品です。 

LB 311 給紙カセット 
(500 枚） A 4 

0884320 

サイズ： A 4 〜 A 日 
枚数：日00お（推奨用紙） 

拡張給紙ユニット （ XL - EF 50 M 1) 添がのカセッ 
卜と同一品でず。 

レーザプリンタ置台 

0530580 

デスクサイド専用置台 
外お寸法 

600 ( W ) X 610( D ) X 440( H)mm 


乃 I イ I - 

-プ□セスカートリッジは、純正品をご使用ください。リサイクル品や他 
社製サプライ品を使用されまずと、印字品質の低下、故障および装置破 
損の原因となることがありまず。 

-100%再を舰こ印刷した場合、しわや力ールが発をする場合がありまず。 

\_ J 
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本プリンタは、給紙カセットと給紙トレイを使い分けることによって、いろいろな用紙を使うこ 
とができまず。 W 下に、ぞれぞれの給紙方まと用紙サイズとの対応を示しまず。 

•□日 □ □ 

■ A 3、目4、リーガル、長尺紙サイズの用紙の場合 


む 

用 

紙 

排 

江! 

ち 

向 


綿ち向印刷 


横方向印刷 


A 4、 A 5、 B 5、 レター、はがきサイズの用紙の場合 
む 


用 

紙 

排 

化 

ち 

向 


縦ち向印刷 


横方向印刷 


ユーザ定義サイズの用紙の場合 
0 


用 

紙 

排 

化 

ち 

向 


嫌ち向巧刷 


横方向巧刷 


とじ穴のある A 4サイズの用紙を使用ずる場合は、「巧刷方向」の指をじ合わせてとじ穴の位 
置が正しくなるようにセツトしまず。 

む 

用 
紙 
排 
化 
ち 
向 


左とじの場合 


上とじの場合 



A 巨 C D • • • • 


厂乃 1綺ド! ->1 

用紙ち向、印刷の向きに関ずる設をは、プリンタドライバで設をできまず。 
《参ぉプリンクドライバのヘルプ、または『オンラインマニュアル』「ソ 
フトウェア編」参照 


ABCD 



ABCD ••- 


□ □ □ □ 


ABOO • 
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付録 


•□□□□□□ 

本プリンタで印刷できる、各用紙サイズの印刷可能領域は次のとおりでず。 


[印刷ち向：縱] [ EP 刷方向：横] 



Printia XL ドライバ使用時 
a 1= a 2=5 mm 、 b 1= b 2=5 mm 


DDDD 

DDDDD 

□ □ 

BD 

□ □ 

□ □ 

AD 

□□□日 

□ □□ 

□ □□ 

維ち向 

A 寸法 

410 

354 

287 

247 

200 

346 

270 

138 


B 寸法 

287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

横ち向 

A 寸法 

287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 


B 寸法 

410 

354 

287 

247 

200 

346 

270 

138 


- ESC / P モード使用時 

a 1= a 2=8.5 mm または 22 mm ( はがき ：10 mm )、 b 1= b 2=5 mm 


□□□日 

□ 

□ □回 

□ □ 

叫 

□ □ 

□ □ 

AD 

□□□日 

□ □□ 

DDD 

雜方向 

A 

寸 

法 

8.5 mm 時 

399.5 

343.5 

276.5 

236.5 

189.5 

335 

259 

128 

22 mm 時 

386 

330 

263 

223 

176 

321.5 

245.5 

128 

B 

寸 

法 


287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

横ち向 

A 

寸 

法 

8.5 mm 時 

276.5 

236.5 

189.5 

161.5 

127.5 

195 

195 

78.5 

22 mm 時 

263 

223 

176 

148 

114 

182 

182 

78.5 

B 

寸 

法 


410 

345 

287 

247 

200 

345 

269 

138 
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付録 


DDDDDDDDDDDD 


-お買い求めの際に販売店でおミ度しずる保証書は、大切に保管してください。 

-保証書は日本国内のみで有タカでず。 

-お償保証期聞は、お買い上げ日より6ケ月でず。詳細は保証書をご覧< ださい。 

-本製品の保守部品の最低保有期聞は製造終了後5年でず。 

-分解、改造などを行わないで<ださい。お償保証の期聞内でも無償修理が受けられないことが 
あります。 

-プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いください。純正のサプライ用品 
W 外の用品をお使いになったことによる製品の誤動作および故障に関しましては、当社は一切 
責任を負いかねまずのでご了承ください。 

-故障の際は下記じご連絡ください。 

「八ードウェア修理相談センクー」 

フリーダイヤル： 0120 -422-297 
受付時園：平日9:00〜17:00 
(±匿•日匿-祝日および当社指定の休日を除く） 

-プリンタのご使用に関ずる巧術的なご柜談は、下記じご連絡ください。 

『富±通パーソナル製品に関ずるお問い合わせ窓□』 

フリーダイヤル： 0120 -950-222 
受付時聞：平日9:00〜17:00 
(±匿•日喔-祝日およびメンテナンス日を除く） 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

富±适株式会社では、巧球環境への函慮から使用済みプ□セスカートリッジをが償で回収してお 
りまず。 

下記の『エコ受付センクー』じご連絡をいただければ、回収便じて引き取りじうかがいまず。お 
客様のご理解とご協力をお願いいたしまず。 

『エコ受付センクー』 

フリーダイヤル： 0120 -30-0693 
平日8:40〜12:00および13:00〜17:30 
〔±匿' 日喔-祝日' 年末年始を除く） 
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付録 


•□□□□□□□□□ □□□□□□ 

「八ードウ I ア修理柜談センクー」に連絡した結果、修理装置のおがが必要と判断された場合は、 
輸送時のトラブル防止のため、 W 下の手順で準備いただきまずようお願い申し上げまず。 


〇 


DDDDDDDDDD 

オペレークパネルで次の操作を行い、ネットワークプリンクとして設走ずるために必要な 
情報を印刷しまず。 


) オンライン状態 

i 「メこュ-」スイッチ押下 

③ 

1「誠」スイが押下 

メニュー 


セッテイ ノ インサツ 

► メニューインサツ ▼ 


インサツチュウ 

i 「^」 スイッチ押下 

④ 

i 印刷終了 

メニューインサツ 


メニューインサツ 

セッテイノインサツ ▲ 


セッテイ ノ インサツ ▲ 

9 DDDDDDDDDDDDD 




A 注意 


けが-をず2 人で行ってください。 

-装置の電源スイッチを切り、ケーブル類（電源コー 
ド、パラレルケースレ、 USB ケーブル、 LAN ケーブ 
ル）をクトしてか6行ってください。 


© ずべての給紙カセットを取り外し、給紙トレイと排紙トレイを閉じまず。 
③下記に示ず4か所の固定クリップをクトしまず。 




③プリンタを2人でまっすぐに持ち上げまず。 


國圖國 

取り外したネジ、クリップ等の接続部品は、 〇 で EP 刷した「設走の一 
覧」とともに袋に入れ、返巧ずる装置に添付してください。 
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L 

LAN 

LAN に接続ずるときのを意事項 . 63 

LAN ケーブルコネクタ . 31 

LAN ステータス . 124 

0 

OHP フイルム . 130 


T 


TCP/IP 


一の動作お認 . 123 


オプション 

一取り付け上のごを意 

オプション品 . 

オペレータパネル . 

一からの設定 . 

一のエラーメッセージ 
一の警告メッセージ... 

オンラインスイ、ソチ . 

オンラインヘルプ 

一の見かた . 

オンラインマニュアル 

—の構成 . 

一の使いかた . 

一の見かた . 

オンラインランプ . 


U 


USB インタフェース 

-仕様 . 162 

USB ケーブル . 68 

USB ケーブルコネクク . 31 

お 

アフターサービス . 167 


か 

回収 サービス 

使用巧みプ□セスカートリツジの回化サービス ....... 97 


化張給おユニット .66. 163 

一を取り付ける . 79 

一を取り外ず . 82 

紙づまリ 

給お部でつまった用紙を取り除く . 137 

装置内部でつまった用紙を取り除く ....... 139 

一じなったとき . 136 

一のおちな原因 . 137 

官製はがき . 130 


索 


A 

Adobe Reader のインストール . 5 

C 

CD - ROM について . 33 

E 

EP モード設定 . 117 

I 

IP アドレス 

一の設定 . 121 


弓 


い 

移動 

プリン々を移動ずるとき . 103 

印刷品質が低下したとき . 146 

ラ 

ウォームアップ時間 . 158 

え 

巧晶ディスプレイ . 108 

一の表示内容 . 109 


お 


9 3 8 2 0 5 8 
6 6 0 15 5 0 


7 


4 6 


跪狐 


8 
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□ 

サイズ 

給おち法と用紙のサイズ 

サイド カバー . 

サプライ品 . 


□ 

シールドガラス . 

仕様 

インクフエース仕様 . 

基本仕様 . 

使巧済みプ□セスカートリツジ 

一の 回収 サービス . 

上部カバー . 


スイ、ソチ 

オンラインスイ、ソチ 

設定:スイッチ . 

メニュースイ、ソチ…. 
リセ、ソトスイ、ソチ…. 

寸法 

プリンタの寸法 ....... 


□ 

通風 □. 30, 31 

□ 

定《器 . 32 

デークランプ . 108 

電源 

一の切断 . 56 

一の投入 . 43 

電源コード 

一を接続ずる . 43 

電源コードコネクタ . 31 

電源スイ、ソチ . 30 

一をオンにずる . 44 

□ 

取扱説明書 

—の構成 . 4 

□ 

排紙トレィ . 30 

-のセット . 54 

排紙部 . 30 

八°ラレルインクフェース 

-仕様 . 161 

パラレルインクフェースケーブル . 68 

パラレルケーブルコネクク . 31 


構成 

-オンラインマニュアルの構成 

一取扱説明書の構成 . 

故障かなとおったとき . 

コネククピン函列 . 


□ 

. 4 中止 

. 4 印刷の中止 . 

. 143 長尺お . 

161,162 


□ 

給紙カセット . 30 

-で使用できない用紙 . 132 

一に用紙をセットずる . 46 

給紙カセット用紙サイブスイッチ . 30 

給紙 h レイ . 30 

-じ用紙をセットずる . 50 

給紙トレイ用紙サイズスイ 、ソチ . 32 

給紙ち法と用紙のサイズ . 126 


警告メッセージ . 155 


□ 

清掃 

プリンクの清掃 . 99 

接続 

LAN ケーブルの接続 . 62 

USB インクフェースじよる接続 . 61 

パラレルインタフェースじよる接続 . 59 

設置上のお願い . 36 

設を一覧の印刷 . 55 

設定スイ、ソチ . 108 

□ 

耐用期聞 . 1已9 


6 0 4 
2 3 6 


〇 


8 


6 5 


6 


2 

3 


8 8 8 8 
0 0 0 0 


7 

3 
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□ 


□ 


普通お . 127 

プリンク 

一の状態お認 . 90 

プリンク LAN アダプク .68. 163 

プリンク RAM モジュール . 67,163 

一を取り付ける . 70 

一を取り外ず . 73 

プリンタケーブル .68. 163 

プ□セスカートリツジ . 32 

使用ミきみプ□セスカートリツジの回化サービス ...... 97 

一交換時のお願い . 95 

—の父換 . 94 

一の取り扱いと保管 . 98 

一の取り付け . 41 

-の取り外し . 97 


メッセージー覧 . 150 

メッセージランプ . 108 

メニュースイ、ソチ . 108 

メニューモード . 112 

一の項目一覧 . 114 


用お 

給紙カセットじ用紙をセットずる . 46 

給おトレイに用紙をセットずる . 50 

使用できない用紙 . 131 

使用できる用紙 . 126 

用紙のセット . 46 

一の保管上のごを意 . 133 

用お関係 . 165 

□ 

ラベル紙 . 130 

ランプ 

オンラインランプ . 108 

デークランプ . 108 

メッセージランプ . 108 

リンクランプ . 108 

□ 

リセ、ソトスイ、ソチ . 108 

両面印刷で使用できない用紙 . 132 

両面ユニット . 66,163 

一を取り付ける . 74 

一を取り外ず . 76 

リリースボ々ン . 31 

リンクランプ . 108 
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□ □□□□□□ mXL-5350 

□ □ □ □ □ 

B5W-0851-01-00 
□ □ □ 2004 D lOD 

□□□□ □□□□□□□ 

Pri ntedOi nQChi na 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□[]□□□□□□□□□□ 


nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 




この マニュアルは 再生紙を使用し、リサイクルに配慮して製本されています。 
不要になった際は、回収•リサイクルに出して〈ださい。 


T 4988618885850 









